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□ 外 国 人 登 録 （ 市 役 所 ）
がい こく じん とう ろく し やく しょ
□ 国 民 健 康 保 険 加 
こく みん けん こう ほ けん か
入 
にゅう








学 生 の 義 務 です。
がく せい ぎ む
□ 銀 行 口 座 と 携 帯 電 話 の 開 設 
ぎん こう こう ざ けい たい でん わ かい せつ




記 載 事 項 





が 必 要 　27ページ）
ひつ よう
□ 所 属 学 域 の























□ 大 学 の 健 康 診 断 を 受 けること
だい がく けん こう しん だん う
　（ 心 電 図 ， 血 液 検 査 は 在 学 
しん でん ず けつ えき けん さ ざい がく
中 
ちゅう




2A CHECKLIST OF NECESSARY PROCEDURES IMMEDIATELY 







































































 所 属 等 の 確 認 
しょ ぞく など かく にん




し， 該 当 の□をチェックしてください。）
がい とう
あなたの 学 域 学 類 （ 研 
がく いき がく るい けん
究 
きゅう
科 ） 名 ：　　　　　　　　　　　　　　　
か めい
　 学 生 身 分 ：□ 学 域 生 
がく せい み ぶん がく いき せい
　　　　　　□ 大 学 院 生 







　　　　　　□ 科 目 等 履 







学 生 センター 所 属 学 生 ：
がく せい しょ ぞく がく せい
□ 日 本 語 研 
に ほん ご けん
修 コース
しゅう
□ 日 本 語 ・ 日 本 文 化 研 
に ほん ご に ほん ぶん か けん
修 プログラム
しゅう
□ 金 沢 大 学
かな ざわ だい がく










同 理 工 系 学 部 









 学 金 ：
がく きん
□ 日 本 政 府 





□ 外 国 政 府 派 遣 









学 推 進 制 度 

















































































 所 属 学 域 の
しょ ぞく がく いき
 留 
りゅう
学 生 専 門 











学 生 相 談 室 ／ 国 際 交 
がく せい そう だん しつ こく さい こう
流 
りゅう
室 担 当 者 ）
しつ たん とう しゃ










学 生 関 係 事 務 担 当 者 
がく せい かん けい じ む たん とう しゃ




 自 己 防 衛 
じ こ ぼう えい
□  自 動 車 ， 原 動 機 付 き 自 転 車 を 運 転 する 人 は， 事 故 を 起 こした
じ どう しゃ げん どう き つ じ てん しゃ うん てん ひと じ こ お
 場 合 ， 多 額 の 補 
ば あい た がく ほ
償 
しょう








制 保 険 と
せい ほ けん
 任 意 保 険 に 加 














































□  免 許 停 止 ， 又 は， 免 許 が 取 消 された 場 合 は， 法 律 により， 無 免 許 
めん きょ てい し また めん きょ とり け ば あい ほう りつ む めん きょ
とみなされます。 無 免 許 
む めん きょ
で 人 身 事 故 を 起 こした
じん しん じ こ お
 場 合 
ば あい




 役 刑 が 科 せられることがあります。
えき けい か
□  自 動 車 で 事 故 を 起 こしたときは，110に 電 話 をし， 警 察 を 呼 ぶこ
じ どう しゃ じ こ お でん わ けい さつ よ
と。けが 人 がいるときは，119に 電 話 をし，
にん でん わ
 救 急 
きゅう きゅう
車 を 呼 ぶこと。
しゃ よ
 事 故 について，あなたが 所 属 する 学 域 ， 研 
じ こ しょ ぞく がく いき けん
究 
きゅう
科 の 学 務 担 当 





□  自 転 車 を 買 ったとき， 又 は， 譲 り 受 けたときは， 防 犯 登 録 制 度 を 忘 
じ てん しゃ か また ゆず う ぼう はん とう ろく せい ど わす
れずにしてください。
□  外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 
しょう
を 常 に 携 帯 していないと 罪 になります。
つね けい たい つみ
□  資 格 外 活 動 許 可 を 得 ないでアルバイトをしたり，やってはいけな
し かく がい かつ どう きょ か え




管 法 違 反 になります。（「V━3．
かん ほう い はん
 資 格 外 活 動 許 可 」を 参 照 してください。）
し かく がい かつ どう きょ か さん しょう
□  自 転 車 に2 人 で 乗 ったり， 夜 ， 無 灯 火 で 乗 っていると， 警 察 官 に
じ てん しゃ り の よる む とう か の けい さつ かん
 職 
しょく
 務 質 問 されます。 放 置 されている 自 転 車 に 勝 手 にのってはい
む しつ もん ほう ち じ てん しゃ かっ て
けません。
□  護 身 のためナイフを 所 持 していると， 逮 捕 されることがあります。













































































































□  外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 
しょう




， 国 民 健 康 保 険 
こく みん けん こう ほ けん
証 
しょう






 貸 すことも 借 りることも 犯 罪 になります。
か か はん ざい
□ クレジットカードでお 金 を 借 りる 場 合 は， 利 率 が 高 いため，






□  大 麻 や 覚 せい 剤 を 含 む 麻 薬 類 を 使 用 することは， 日 本 の 法 律 で
たい ま かく ざい ふく ま やく るい し よう に ほん ほう りつ
 禁 じられています。 同 様 にそれらを 輸 
きん どう よう ゆ
入 
にゅう
したり， 製 造 したり， 売 買 
せい ぞう ばい ばい
すること，もしくはあげたり，もらったりすることも 日 本 の 法 律 は 禁 





意 を 喚 起 したいのは， 単 に 所 持 す
い かん き たん しょ じ
ることも 日 本 では 禁 じられているということです。
に ほん きん
□  電 話 で 物 品 の 購 
でん わ ぶっ ぴん こう
入 
にゅう
，または，お 金 の 振 り 込 みなどをしつこくせ
かね ふ こ
まってくる 場 合 ，さらに， 繰 り 返 し 電 話 をかけてくる 場 合 などは，
ば あい く かえ でん わ ば あい
「ノー」と 言 って， 大 学 の 相 談 窓 口 に 相 談 すること。こちらから，
い だい がく そう だん まど ぐち そう だん
 電 話 は 絶 対 にしないこと。 街 を 歩 いていて， 話 しかけてきて 物 品 





などを 勧 誘 するときも，「ノー」ということ。 相 手 に





 氏 名 ， 電 話 番 号 を 教 えないこと。







































































































Ⅰ． 学 　 年 　 暦 
がく ねん れき
 1 ．アカデミックカレンダー
　 学 年 は4 月 に 始 まり， 翌 年 3 月 に 終 わります。 学 期 は2 学 期 制 です。
がく ねん がつ はじ よく ねん がつ お がっ き がっ き せい
　　 春 
はる
学 期 ： 4  月 1  日 ～9 月 30 日 
がっ き がつ つい たち がつ にち
　　 秋 
あき
学 期 ：10 月 1  日 ～ 翌 年 3 月 31 日 
がっ き がつ つい たち よく ねん がつ にち
　 医 薬 保 健 学 域 医 学 類 は，2 年 次 より3 学 期 制 です。
い やく ほ けん がく いき い がく るい ねん じ がっ き せい
　　 春 
はる
学 期 ： 4  月 1  日 ～ 8  月 31 日 
がっ き がつ つい たち がつ にち
　　 秋 
あき
学 期 ： 9  月 1  日 ～12 月 31 日 
がっ き がつ つい たち がつ にち
　　 冬 
ふゆ
学 期 ： 翌 年 1 月 1  日 ～3 月 31 日 



















































































 2 ． 国 民 の 祝  日 
こく みん しゅく じつ
 元 　日   1  月  1  日 
がん じつ がつ つい たち
 成 人 の 日  1  月 の第
せい じん ひ がつ だい




 建 国 記 念 の 日  2  月 11 日 
けん こく き ねん ひ がつ にち
 春 
しゅん
分 の 日  3  月 21 日 頃 





 日  4  月 29 日 
ひ がつ にち
 憲 法 記 念 日  5  月  3  日 
けん ぽう き ねん び がつ みっ か
みどりの 日  5 
ひ
 月  4  日 
がつ よっ か
こどもの 日  5  月  5  日 
ひ がつ いつ か
 海 の 日  7  月 の 第 3
うみ ひ がつ だい さん
  月 曜 日 
げつ よう び
 敬 老 の 日  9  月 の









分 の 日  9  月 23 日 頃 
ぶん ひ がつ にち ごろ
 体 育 の 日 10 月 の 第  2  月 曜 
たい いく ひ がつ だい に げつ よう
日 
び
 文 化 の 日 11 月  3  日 
ぶん か ひ がつ みっ か
 勤 労 感 謝 の 日 11 月 23 日 
きん ろう かん しゃ ひ がつ にち




日 12 月 23 日 
び がつ にち








日 で，その 日 が 日 曜 日 と 重 なった 場 合 は，その 翌 日 
じつ ひ にち よう び かさ ば あい よく じつ











































































， 試 験 等 は 学 域 ， 研 
し けん とう がく いき けん
究 
きゅう
科 ， 学 年 によって 異 なりますの
か がく ねん こと
で， 各 所 属 学 類 ・ 研 
かく しょ ぞく がく るい けん
究 
きゅう














通 する 項 目 のみ 簡 単 に 説 明 します。
つう こう もく かん たん せつ めい






　 学 生 生 活 ・ 研 
がく せい せい かつ けん
究 
きゅう
上 の 悩 みや 問 題 が
じょう なや もん だい
 生 
しょう






まず 相 談 しましょう。
そう だん






科 ・ 学 年 等 によって 制 度 に 多 







細 は 各 所 属 












 2 ． 学 　 位 
がく い






科 に 所 定 の 期 間 在 学 し， 所 定 の 科 目 を 履 
か しょ てい き かん ざい がく しょ てい か もく り
修 してその
しゅう






 学 域 
がく いき




資 格 を 得 た 場 合 ，あるいは 研 
し かく え ば あい けん
 究 
きゅう
 科 において 必 要 な 研 
か ひつ よう けん
究 
きゅう
指 導 を 受 けたうえ， 論 文 の 審 査 および 試 
し どう う ろん ぶん しん さ し
 験 に 合 格 した 場 合 には， 学 位 が 授 与 されます。
けん ごう かく ば あい がく い じゅ よ
 詳 
しょう
細 は 各 所 属 






























































































　 渡 日 後 1 年 間 （
と にち ご ねん かん




学 生 は2 年 間 ）， 大 学 院 生 等 により，









について 個 別 の 課 外 指 導 を 受 けることができます。ただし， 国 





学 生 の 日 本 語 予 備 
がく せい に ほん ご よ び
教 
きょう
育 期 間 と 日 本 語 ・ 日 本 文 化 研 
いく き かん に ほん ご に ほん ぶん か けん
修 
しゅう




細 は 各 所 属 











4． 各 種 証  明 書 の 発 行 
かく しゅ しょう めい しょ はっ こう
　 旅 客 運 賃 学 生 割 引 
りょ かく うん ちん がく せい わり びき
証 
しょう










明 書 ， 在 学 期 間 













明 書 ， 成 績 
めい しょ せい せき
証 
しょう
明 書 ， 英 文 成 績 





 免 許 等 取 得 見 込 証  明 書 ，
めん きょ とう しゅ とく み こみ しょう めい しょ
 健 康 診 断 







明 書 自 動 発 行 機 で 学 生 
めい しょ じ どう はっ こう き がく せい
証 
しょう




明 書 自 動 発 行 機 は， 各 学 務 
めい しょ じ どう はっ こう き かく がく む
係 
がかり
付 近 ， 大 学 会 館 にあります。
ふ きん だい がく かい かん
　なお， 国 費 外 国 人 



















明 書 は， 所 属 
めい しょ しょ ぞく






























間 程 かかりますので， 余 裕 をもって 申 請 して 下 さい。）



























































































































われている 日 本 語 のクラスは 以 下 のと
に ほん ご い か
おりです。
 1 ． 総 合 日 本 語 コース
そう ごう に ほん ご
　 全 学 の 外 国 人 
ぜん がく がい こく じん
留 
りゅう




とした 日 本 語 の 授 







は4 月 から7 月 まで，または10 月 から 翌 年 2 月 まで， 初 























































・ 問 合 せ 先 ： 各 部 











 2 ． 日 本 語 研 
に ほん ご けん
修 コース
しゅう
　「 日 本 語 研 
に ほん ご けん
修 
しゅう
生 」のためのコースです。4 月 から9 月 まで，または
せい がつ がつ
10 月 から 翌 年 3 月 までの6か 月 間 に， 日 本 での 研 
がつ よく ねん がつ げつ かん に ほん けん
究 
きゅう
活 動 に 必 要 な
かつ どう ひつ よう
 日 本 語 能 











的 な 日 本 語 







す。 本 学 または 近 隣 の 大 学 に 配 置 された 国 費 
ほん がく きん りん だい がく はい ち こく ひ
留 
りゅう
学 生 のうち， 主 に 大 
がく せい おも だい
 学 院 レベルの 研 究 













学 生 で 日 本 語 の 予 備 
がく せい に ほん ご よ び
 教 
きょう
 育 が 必 要 な 人 を 対 
















































































　4 月 および10 月 に， 生 活 に 関 するオリエンテーションと 授 
























で 困 ったときは， 学 務 課 をはじめ，みなさんが
こま がく む か
 所 属 する 学 域 ・ 研 
しょ ぞく がく いき けん
究 
きゅう




に 気 軽 に 相 談 してください。
き がる そう だん




育 棟 の 学 務 
いく とう がく む
係 
かかり
向 かいに〈なんでも 相 談 室 －よるまっし
む そう だん しつ
－〉があり， 原 則 として 平 日 の 午 後 に 開 いています。
げん そく へい じつ ご ご ひら
3 ．カウンセリング








，その 他 困 ったことや 問 題 が





 学 生 センターのカウンセラーに 相 談 してみてください。また， 法 律 的 な
がく せい そう だん ほう りつ てき
 問 題 には 学 内 の 法 律 アドバイザーを
もん だい がく ない ほう りつ
 紹 
しょう
介 します。 面 談 の 予 約 をして，
かい めん だん よ やく
 相 談 してください。プライバシーは 当 然 保 護 されます。
そう だん とう ぜん ほ ご
 担 当 ： 八 重 澤 　 美 知 子 　









育 棟 302 号 室 























































































　また， 保 健 管 理 センター 学 生 相 談 室 には， 専 門 の 心 理 カウンセラー
ほ けん かん り がく せい そう だん しつ せん もん しん り
がいます。 心 理 的 な 悩 みやカウンセリングについては，
しん り てき なや
 下 記
か き
で 予 約 を
よ やく
して 相 談 してください。
そう だん
　
　　 事 務 局 1 階 保 健 管 理 センター
じ む きょく かい ほ けん かん り
 学 生 相 談 室 
がく せい そう だん しつ
　　Tel：076-264-5252　 専 任 カウンセラーまたは
せん にん






































 来 日 して 帰 国 するまでに 必 要 な 法 的 手 
らい にち き こく ひつ よう ほう てき て
続 
つづき
の 一 覧 
いち らん
　 来 日 から 帰 国 までに
らい にち き こく
 行 
おこな






 詳 しい 内 容 については， 各 項 目 を 参 
くわ ない よう かく こう もく さん
照 してください。
しょう
 1 ． 渡 日 後 すぐに
と にち ご
　● 外 国 人 登 録 →1―
がい こく じん とう ろく
















期 間 の 更 新 の 許 可 申 請 →2
き かん こう しん きょ か しん せい
　● 外 国 人 登 録 の 変 更 →1－
がい こく じん とう ろく へん こう








学 」への 変 更 が 必 要 な 場 合 















資 格 の 変 更 の 許 可 申 請 →5
し かく へん こう きょ か しん せい
　● 外 国 人 登 録 の 変 更 →1－
がい こく じん とう ろく へん こう
 4 ．アルバイトをする 場 合 
ば あい
　● 資 格 外 活 動 の 許 可 申 請 →3
し かく がい かつ どう きょ か しん せい
 5 ． 引 っ 越 す 場 合 
ひ こ ば あい
　● 外 国 人 登 録 の 変 更 →1－
がい こく じん とう ろく へん こう
 6 ． 一 時 帰 国 などする 場 合 





国 の 許 可 申 請 →4
こく きょ か しん せい
25
26
Ⅴ. Residence and Registration Procedures
　



















































































 7 ． 家 族 の 呼 び 寄 せ





資 格 認 定 
し かく にん てい
証 
しょう
明 書 の 交 付 申 請 （「 家 族 滞 在 」ビザ）→「6． 家 族 
めい しょ こう ふ しん せい か ぞく たい ざい か ぞく
の呼
よ
 び 寄 せ」
よ










資 格 の 変 更 の 許 可 申 請 →「5．





資 格 変 更 」
し かく へん こう
● 外 国 人 登 録 の 変 更 →「1－．
がい こく じん とう ろく へん こう
 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 
しょう
明 書 に 記 載 された
めい しょ き さい
 事 項 に 変 更 があったとき」
じ こう へん こう
 9 ． 帰 国 する 場 合 
き こく ば あい
　● 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 
しょう






 1 ． 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
　 日 本 に90 日 以 
に ほん にち い
上 
じょう
滞 在 する 外 国 人 は， 外 国 人 登 録 に 関 する 手 





う 必 要 があります。
ひつ よう
　拭　 渡 日 してはじめて 登 録 するとき
と にち とう ろく
　 日 本 に 来 て90 日 以 内 に， 住 んでいる
に ほん き にち い ない す
 所 
ところ










学 後 の 諸 手 
がく ご しょ て
続 
つづき




 記 載 事 項 





が 必 要 となりますので， 渡 日 後 すぐに 市 役 所 に 行 って 手 
ひつ よう と にち ご し やく しょ い て
続 をしてください。
つづき
＜ 申 請 書 類 ＞
しん せい しょ るい
・ 外 国 人 登 録 申 請 書 （ 用 紙 は 市 役 所 にあります）
がい こく じん とう ろく しん せい しょ よう し し やく しょ
・ 旅 券 
りょ けん
・ 写 真 2 枚 （ 縦 4.5× 横 3.5㎝， 提 
しゃ しん まい たて よこ てい
出 
しゅつ
日 の 前 6か 月 以 内 に 撮 















































































































間 ～1か 月 後 に「 外 国 人 登 録 









明 書 を 市 役 所 で 受 け 取 るときにもパスポート















国 審 査 官 ，
こく しん さ かん
 入 
にゅう
国 警 備 官 ， 警 察 官 など 官 公 
こく けい び かん けい さつ かん かん こう










　植　 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 
しょう
明 書 に 記 載 された 事 項 に 変 更 があったとき





期 間 の 更 新 ・ 在 
き かん こう しん ざい
留 
りゅう
資 格 の 変 更 ， 引 っ 越 しによる
し かく へん こう ひ こ
 住 
じゅう
所 変 更 
しょ へん こう
があったときには，その 変 更 のときより14 日 以 内 に，そのことを（





所 の） 市 役 所 に 届 ける 必 要 があります。 所 属 の 学 務 





があったことを 報 告 して 下 さい。
ほう こく くだ
　殖　 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 
しょう
明 書 の 確 認 （ 切 替 ）をするとき
めい しょ かく にん きり かえ
　 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 
しょう
明 書 は， 登 録 した 日 から5 回 目 の 誕 
めい しょ とう ろく ひ かい め たん
生 
じょう
日 （ 約 5
び やく
 年 間 ）まで 有 効 です。







の 外 国 人 については， 外 国 人 登 録 
がい こく じん がい こく じん とう ろく
証 
しょう
明 書 の 赤 い 欄 に
めい しょ あか らん
「 次 回 確 認 （ 切 替 ） 申 請 期 間 」が 記 載 されていますので，その 期 間 
じ かい かく にん きり かえ しん せい き かん き さい き かん
が 来 たら 確 認 （ 切 替 ） 手 
き かく にん きり かえ て
続 
つづき
をしてください。 新 規 の 時 の 申 請 と 同 様 











記 載 事 項 
き さい じ こう
証 
しょう
明 書 が 必 要 なとき
めい しょ ひつ よう




記 載 事 項 





は， 外 国 人 登 録 してある 内 容 を























には， 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 
しょう
明 書 ， 手 数 
めい しょ て すう
料 
りょう



































































































































で 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 
しょう
 明 書 を 返 さなければなりません。ただし， 再 
めい しょ かえ さい
入 
にゅう
国 許 可 を 受 けてい
こく きょ か う
る 場 合 を 除 きます。
ば あい のぞ




期 間 の 更 新 
き かん こう しん
　「 留 
りゅう








です。 大 学 で 許 可 された 在 
だい がく きょ か ざい
 学 
がく
期 間 が2 年 以 





学 生 として 許 可 される 在 













生 では1 年 間 のことが 多 い）ので










学 する 場 合 を 除 いて， 本 学 を 退 学 又 は 除 籍 となっ









期 間 が 残 っていても， 日 本 に 滞 在 し 続 けること
き かん のこ に ほん たい ざい つづ
はできません。ビザの 種 類 を 変 更 するか， 速 やかに 離 日 してください。
しゅ るい へん こう すみ り にち
 入 
にゅう








学 ビ ザ 無 効 の 連 絡 がなくとも，
がく む こう れん らく
 入 
にゅう




は， 離 日 を 遅 らせていると 判 断 すると，
り にち おく はん だん
 留 
りゅう










期 間 を 超 えて 引 き 続 き 日 本 に 在 
き かん こ ひ つづ に ほん ざい
留 
りゅう
することを 希 望 する 場 
き ぼう ば




期 間 の 更 新 の 許 可 申 請 を
き かん こう しん きょ か しん せい
 行 
おこな
う 必 要 があります。
ひつ よう
　 更 新 の 申 請 手 











する 日 の2か 月 前 から 10 
ひ げつ まえ とお




に， 名 古 屋
な ご や
  入 
にゅう
国 管 理 
こく かん り
局 金 沢 出 張 所 で




　パスポートの 更 新 時 期 とビザの 更 新 時 期 が 近 接 していると 手 続 
こう しん じ き こう しん じ き きん せつ て つづ
きに 時 間 を 要 します。 早 めにパスポートの 更 新 を 済 ませておいてく











































































































 更 新 
こう しん








学 を 希 望 する 場 合 は，必
がく き ぼう ば あい
 ず
かなら
 事 前 に 学 務 
じ ぜん がく む
係 
かかり
に 相 談 してください。
そう だん
　＜ 必 要 書 類 ＞





期 間 更 新 許 可 申 請 書 （ 様 式 その1，その2P（





















明 書 （ 申 請 人 が 在 籍 している 学 域 ， 学 類 ， 課 程 等 が 記 載 
めい しょ しん せい にん ざい せき がく いき がく るい か てい とう き さい
されたもの）




明 書 （ 単 位 取 得 科 目 ， 取 得 単 位 数 および 成 績 が 記 載 さ






















育 機 関 である 所 属 









が 発 行 したもので， 指 導 
はっ こう し どう
教 
きょう
員 個 人 の 名 義 で 発 行 されたものは
いん こ じん めい ぎ はっ こう
 除 きます。）
のぞ








年 の 理 由 を 具 体 的 に 明 ら
ねん り ゆう ぐ たい てき あき










の 一 切 の 経 費 の 支 弁 能 













学 金 を 受 けている 場 合 は，その 受 






・ 外 国 人 登 録 










































































































































＊「その 他 参 考 となるべき 資 















が 外 国 語 で 書 かれている 場 合 は，その 資 





 文 」を 添 えてください。
ぶん そ
 3 ． 資 格 外 活 動 許 可 （アルバイト）















学 生 が 学 
がく せい がく
 費 その 他 の 必 要 経 費 を
ひ た ひつ よう けい ひ
 補 
おぎな
うためにアルバイトを 希 望 する 場 合 には，
き ぼう ば あい
 事 前 に， 資 格 外 活 動 の 許 可 を 受 ける 必 要 があります。





 資 格 外 活 動 の 許 可 を 受 けずにアルバイトをしたり， 許 可 された 範 
し かく がい かつ どう きょ か う きょ か はん
 囲 を 超 えたアルバイトをした 場 合 ， 処 罰 の 対 






















28 時 間 以 内 （















14 時 間 以 内 ）の 法 令 または 公 序 
じ かん い ない ほう れい こう じょ
良 
りょう
 俗 に 反 するおそれのないアルバイトについて， 資 格 外 活 動 許 可 を 得 




















は1 日 8 時 間 までの
にち じ かん
アルバイトが 可 能 です。
か のう
　なお，この 資 格 外 活 動 許 可 申 請 の 手 
し かく がい かつ どう きょ か しん せい て
続 
つづき
は， 大 学 が 一 括 して





学 生 は 関 係 書 類 を
がく せい かん けい しょ るい
 学 類
がく るい














・ 資 格 外 活 動 許 可 申 請 書 （ 用 紙 は 各 







・ 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 
しょう

























 3．Permission to Engage in Activity Other than That 



















































































・ 別 記 （ 予 定 する 資 格 外 活 動 について
べっ き よ てい し かく がい かつ どう













 科 目 等 履 
か もく とう り
修 
しゅう
生 が 資 格 外 活 動 の 申 請 をするときは，
せい し かく がい かつ どう しん せい




員 の 許 可 が 必 要 です。 指 導 
いん きょ か ひつ よう し どう
教 
きょう
員 は， 申 請 者 自 身 が 見 
いん しん せい しゃ じ しん み
つける 必 要 があります。
ひつ よう




員 とは， 申 請 する 資 格 外 活 動 が 勉 学 に 影 
いん しん せい し かく がい かつ どう べん がく えい
響 を
きょう








接 指 導 を 担 当 する









した 許 可 書 （ 該 当 者 のみ）



















　 資 格 外 活 動 許 可 の 期 限 は 在 
し かく がい かつ どう きょ か き げん ざい
留 
りゅう
期 限 と 同 じ 日 です。 在 
き げん おな ひ ざい
留 
りゅう
期 間 を 更 新 
き かん こう しん
した 場 合 は， 資 格 外 活 動 許 可 申 請 をもう 一 度 する 必 要 があります。
ば あい し かく がい かつ どう きょ か しん せい いち ど ひつ よう








生 または 科 目 等 履 









 資 格 外 活 
し かく がい かつ
 動 申 請 は， 大 学 では 受 け 付 けません。
どう しん せい だい がく う つ








の 課 税 が 免 除 されることがあ
か ぜい めん じょ




約 による 免 税 を 受 けるには，
やく めん ぜい う
 収 入 
しゅう にゅう
金 額 の 制 限 や
きん がく せい げん
 滞 在 期 間 による 制 限 があり，それぞれの 国 によって
たい ざい き かん せい げん くに
 条 
じょう
件 が 異 なります。
けん こと
 適 用 を 受 けるには，アルバイト 先 を 通 して， 税 務 署 に
てき よう う さき とお ぜい む しょ
 届 
とどけ
出 書 を 出 す
で しょ だ




細 は， 金 沢 税 務 署 までお 問 い 合 わせ 下 さい。
さい かな ざわ ぜい む しょ と あ くだ
 金 沢 市 西 念 3
かな ざわ し さい ねん
 丁 
ちょう
目 4 番 1 号 　 金 沢 駅 西 合 同 
































































































































 4 ． 一 時 帰 国 と 再 
いち じ き こく さい
入 
にゅう




学 生 は， 一 時 帰 国 したり，
がく せい いち じ き こく
 調 
ちょう
査 などで 外 国 へ 行 くときに， 以 下 の









員 に 相 談 し，その 許 可 を 得 ること。
いん そう だん きょ か え












に 一 時 帰 国 の















の 印 鑑 が 必 要 です。また，そのときには， 連 絡 先 を









国 の 許 可 の 申 請 手 
こく きょ か しん せい て
続 
つづき




国 管 理 
こく かん り
局 金 沢 出 張 所で
きょく かな ざわ しゅっ ちょう じょ
 行 
おこな
うこと。この 許 可 を 受 けないと， 日 本 へ 再 
きょ か う に ほん さい
入 
にゅう














国 の 許 可 の 有 効 期 間 は， 在 
こく きょ か ゆう こう き かん ざい
留 
りゅう




日 を 超 えること
び こ
はできません。したがって， 一 時 帰 国 やその 他 の 国 に 行 く 予 定 
いち じ き こく た くに い よ てい




期 間 を 確 認 し， 必 要 があれば， 在 
き かん かく にん ひつ よう ざい
 留 
りゅう
 期 間 の 更 新 許 可 手 







国 の 許 可 申 請 をして
こく きょ か しん せい
ください。








国 の 許 可 申 請 をしてくだ




国 するときには， 外 国 人 登 録 
こく がい こく じん とう ろく
証 
しょう
明 書 も 持 参 する 必 要 があります。





国 の 許 可 の 申 請 手 
こく きょ か しん せい て
続 
つづき
について 以 下 の 書 類 が 必 要 です。
い か しょ るい ひつ よう
＜ 必 要 書 類 ＞





国 の 許 可 申 請 書 　　・ 旅 券 　　・ 外 国 人 登 録 

























印 紙 代 3,000 円 （ 数 回 再 
いん し だい えん すう かい さい
入 
にゅう
国 許 可 の 場 合 は，







































































































































資 格 変 更 
し かく へん こう








っている 活 動 をやめて， 新 たに 別 の 在 
かつ どう あら べつ ざい
 留 
りゅう
 資 格 に 属 する 活 動 をもっぱら
し かく ぞく かつ どう
 行 
おこな






 変 更 の 許 可 申 請 を
へん こう きょ か しん せい
 入 
にゅう






















資 格 の 変 更 の 許 可 を 受 けてから







資 格 の 変 更 を 受 けることなしに











を 運 営 する 活 動 または 報 
うん えい かつ どう ほう
酬 
しゅう




いる 者 は， 処 罰 の 対 
もの しょ ばつ たい
象 
しょう
















学 金 の 申 請 ，







宅 総 合 補 













契 約 機 関 保 
けい やく き かん ほ
証 
しょう
制 度 （p.59）の 申 請 等 は，









学 」であることが 求 められます。よって，「 留  学 」 以 外 





資 格 に 変 更 した 場 合 は，これらの
し かく へん こう ば あい
 留 
りゅう
学 生 としての 待 遇 を 受 け
がく せい たい ぐう う
る 資 格 を 失 います。 在 









」から 変 更 した 場 合 は，
へん こう ば あい
 必 ず
かなら
 所 属 の
しょ ぞく
 学 務 係
がく む かかり
に 報 告 して 下 さい。
ほう こく くだ




は， 申 請 者 が， 以 下 の 書 類 を
しん せい しゃ い か しょ るい
 入 
にゅう









＜ 申 請 書 類 ＞





資 格 変 更 許 可 申 請 書 （ 様 式 その1，その2。 所 定 様 式 ―
し かく へん こう きょ か しん せい しょ よう しき しょ てい よう しき
 入 
にゅう








資 格 別 立 







（ 申 請 理 由 を
しん せい り ゆう
 証 
しょう










によって 異 なる。 一 般 的 には 在 
こと いっ ぱん てき ざい
留 
りゅう
資 格 認 定 
し かく にん てい
証 
しょう
明 書 交 付 申 請 の
めい しょ こう ふ しん せい
 必 要 書 類 と 同 じ 資 


























































































































・ 旅 券 
りょ けん
・ 外 国 人 登 録 













印 紙 代 4,000 円 （
いん し だい えん
 入 
にゅう




で 販 売 ）
はん ばい




資 格 取 消 





資 格 「 留  学 」に係
し かく りゅう がく かか
 る 活 動 を 正 当 な 理 由 がないのに，3
かつ どう せい とう り ゆう










資 格 の 取 消 の 対 
し かく とり けし たい
象 となります。
しょう
7 ． 家 族 の 呼 び 寄 せ
か ぞく よ よ
　 留 
りゅう
学 生 が 家 族 を 呼 び 寄 せたいとき（ 観 光 のための 短 期 滞 在 を 除 
がく せい か ぞく よ よ かん こう たん き たい ざい のぞ




員 に 相 談 してください。 家 族 が









資 格 「 家 族 滞 在 」を 得 る 必 要 があります。「 家 族 滞 在 」





資 格 で 日 本 に 滞 在 できる 家 族 とは，
し かく に ほん たい ざい か ぞく
 留 
りゅう
学 生 の 配 偶 者 と 子 ど
がく せい はい ぐう しゃ こ
もです。（ 注 ）
ちゅう
 家 族 が90 日 以 内 日 本 に 滞 在 する 場 合 ，15 日 
か ぞく にち い ない に ほん たい ざい ば あい にち
又 は90
また
 日 の 短 期 滞 在 ビザが 有 効 です。
にち たん き たい ざい ゆう こう
 短 期 滞 在 ビザの
たん き たい ざい

























学 生 本 人 が 家 族 の 申 請 代 理 人 として
がく せい ほん にん か ぞく しん せい だい り にん
 入 
にゅう








資 格 認 定 
し かく にん てい
証 
しょう
明 書 」の 交 付 申 請 を
めい しょ こう ふ しん せい
 行 うのが
おこな
もっとも 早 い 方 法 です。 交 付 申 請 には， 以 下 の 書 類 が 必 要 です。











資 格 認 定 
し かく にん てい
証 
しょう
明 書 交 付 申 請 書 （ 様 式 その1およびその2－R
めい しょ こう ふ しん せい しょ よう しき
（ 家 族 滞 在 ））
か ぞく たい ざい
・ 留 
りゅう
学 生 （ 扶 養 者 ）と 申 請 人 である 家 族 との 身 分 関 係 を
がく せい ふ よう しゃ しん せい にん か ぞく み ぶん かん けい
 証 
しょう


























































































 戸 籍 謄 本 ， 婚 姻 











明 書 等 のいずれかで， 扶 養 者 と
めい しょ とう ふ よう しゃ
の 身 分 関 係 の 記 載 があるもの
み ぶん かん けい き さい
・ 留 
りゅう
学 生 （ 扶 養 者 ）の 外 国 人 登 録 
がく せい ふ よう しゃ がい こく じん とう ろく
証 
しょう
明 書 または 旅 券 の 写 し
めい しょ りょ けん うつ
・ 留 
りゅう
学 生 （ 扶 養 者 ）の











学 生 が 家 族 の 生 活 
がく せい か ぞく せい かつ
 費 用 を 支 弁 できることを







＊ 同 居 の 理 由 書 
どう きょ り ゆう しょ
＊ 留 
りゅう
学 生 （ 扶 養 者 ）の 在 学 
がく せい ふ よう しゃ ざい がく
証 
しょう
明 書 および 成 績 









学 生 ） 名 義 の 預 金 残 高 











付 期 間 を 明 示 した













＊その 他 ， 親 族 からの 送 金 により 経 費 を 支 弁 する 場 合 
た しん ぞく そう きん けい ひ し べん ば あい
　 送 金 者 の 誓 約 書 ・







明 書 ・ 所 得 
めい しょ しょ とく
証 
しょう
明 書 ・ 預 金 残 高 
めい しょ よ きん ざん だか
証 
しょう
明 書 ・ 送 
めい しょ そう
 金 者 との 親 族 関 係 を
きん しゃ しん ぞく かん けい
 証 
しょう
明 する 文 書 ・ 送 金 事 実 を
めい ぶん しょ そう きん じ じつ
 証 
しょう
明 する 文 書 （ 送 金 
めい ぶん しょ そう きん
 通 知 書 の 写 し・ 小 切 手 の 写 し・ 預 金 通 
つう ち しょ うつ こ ぎっ て うつ よ きん つう
帳 
ちょう
の 写 し 等 ）
うつ とう
・ 扶 養 者 作 成 の 身 元 保 





・ 申 請 人 （ 家 族 ）の 写 真 2 枚 （ 縦 4× 横 3㎝，
しん せい にん か ぞく しゃ しん まい たて よこ
 上 
じょう
半 身 の 無 帽 ， 無 背 景 
はん しん む ぼう む はい けい
で 鮮 明
せん めい
なもの） 申 請 日 の 前 6か 月 以 内 に 撮 影 されたもの
しん せい び まえ げつ い ない さつ えい








印 紙 代 4,000 円 （ 家 族 の 分 は 必 要 ありません）
いん し だい えん か ぞく ぶん ひつ よう
・ 返 信 用 封 筒 （ 自 分 の
へん しん よう ふう とう じ ぶん
 住 
じゅう




し， 切 手 500
きっ て
 円 分 を貼
えん ぶん は
  った 定 
てい
 型 用 封 筒 ）





















































































































 金 沢 市 西 念 3丁目4-1
かな ざわ し さい ねん
（ 駅 西 合 同 







 受 付 時 間 
















国 管 理 関 係 の 各 種 相 談 を 電 
こく かん り かん けい かく しゅ そう だん でん
 話 でも 受 け 付 けています。 連 絡 先 は 以 下 のとおりです。
わ う つ れん らく さき い か
 外 国 人 在 





　〒455-8601　 名 古 屋 市 
な ご や し
港 
みなと
区 正 保 
く しょ ほ
町 5 丁 
ちょう ちょう
目 18 番 
め ばん









 受 付 時 間 … 平 日 9：30～12：00，13：00～16：00
うけ つけ じ かん へい じつ








国 語 ・ポルトガル 語 ・タイ 語 ・







ガログ 語 ・マレーシア 語 ・インドネシア 語 ・イタリア 語 
ご ご ご ご


















































































































 1 ． 金 沢 大 学 国 際 交 







学 生 および 外 国 人 研 











る 施 設 です。 角 間 キャンパス 内 にあります。 渡 日 当 初 の
し せつ かく ま ない と にち とう しょ
 大 使 館 推 
たい し かん すい
薦
せん
 による 国 費 
こく ひ




学 生 および 短 期 交 換 









 許 可 されています。
きょ か
　＜ 施 設 の 概 要 ＞
し せつ がい よう
・ 居 室 数 ：78 室 　
きょ しつ すう しつ
 留 
りゅう
学 生 用 67 室 　 研 
がく せい よう しつ けん
究 
きゅう




居 期 間 ：1 月 以 上 1 年 以 内 
きょ き かん つき い じょう ねん い ない
・ 必 要 経 費 ： 部 屋 代 月 額 7,700 円 　 光 熱 水 道 







居 時 預 託 金 20,000 円 
きょ じ よ たく きん えん
・ 設 備 備 品 ：エアコン，ガスファンヒーター，ベッド（ベッドパッ
せつ び び ひん
ト，シーツ， 掛 布 団 ， 毛 布 ，まくらを 含 む）， 書 棚 
かけ ふ とん もう ふ ふく しょ だな








 だ ん す， 冷 蔵 庫 ，
れい ぞう こ
 除 湿 器 ， 電 気 掃 除 機 ， 電 磁 






















































































 2 ． 金 沢 国 際 交 
かな ざわ こく さい こう
流 
りゅう
会 館 ・ 石 川 県 
かい かん いし かわ けん
留 
りゅう










学 生 （ 石 川 県 
がく せい いし かわ けん
留 
りゅう




会 館 は 私 費 に 限 る）が
かい かん し ひ かぎ
 入 
にゅう
居 出 来 
きょ で き
る 施 設 です。この 施 設 には 居 室 の 他 ，







が 利 用 出 来 る





施 設 も 設 置 されており， 金 沢 大 学 角 間 キャンパスから 徒 歩 で
し せつ せっ ち かな ざわ だい がく かく ま と ほ
20 分 の 距 離 にあります。
ぷん きょ り
＜ 施 設 の 概 要 ＞
し せつ がい よう
・ 居 室 数 ： 単 身 部 屋 86 室 ， 夫 婦 部 屋 12 室 
きょ しつ すう たん しん べ や しつ ふう ふ べ や しつ
・ 入 
にゅう




館 日 から 大 学 の 学 域 等 の 最 短 
かん び だい がく がく いき とう さい たん
修 業 
しゅう ぎょう
年 限 以 内 の
ねん げん い ない
 期 間 （
き かん
ただし，2 年 間 を 限 度 とする）
ねん かん げん ど
・ 必 要 経 費 ：









 単 身 22,300 円 　 夫 婦 29,700 円 
たん しん えん ふう ふ えん
　 館 費 
かん ひ
（ 月 額 ）
げつ がく
 単 身 22,300 円 　 夫 婦 29,700 円 
たん しん えん ふう ふ えん
　 光 熱 水 費 　 実 費 
こう ねつ すい ひ じっ ぴ
　※ 金 沢 国 際 交 
かな ざわ こく さい こう
流 
りゅう
会 館 ・ 石 川 県 
かい かん いし かわ けん
留 
りゅう




会 館 共 に 同 じ 金 額 
かい かん とも おな きん がく
・ 設 備 備 品 
せつ び び ひん






， 本 棚 ，ロッカー，ベッド，ユニッ
ほん だな
トバス，エアコン， 冷 蔵 庫 ， 電 話 ，LAN 接 続 
れい ぞう こ でん わ せつ ぞく
・ 共 
きょう












・ 専 門 の 相 談 員 が 月 に2 度 ，
せん もん そう だん いん つき ど
 留 
りゅう
学 生 の 進 路 や 日 
がく せい しん ろ にち
常 
じょう
生 活 の 相 談 に
せい かつ そう だん
 応 じています。
おう
・ 日 本 人 RA（レジデント・アシスタント）： 男 女 各 1 名 が









生 活 の 手 助 けをしています。






























































































＜ 問 い 合 わせ 先 ＞
と あ さき
 金 沢 国 際 交 





　〒920-1167　 金 沢 市 もりの 里 1-147　Ｔｅｌ：076-265-3111
















　〒920-1167　 金 沢 市 もりの 里 1-147　Ｔｅｌ：076-265-3200









　 金 沢 大 学 には， 男 子 学 生 のための
かな ざわ だい がく だん し がく せい
 寮 
りょう
が2つと 女 子 学 生 のための
じょ し がく せい
 寮 
りょう
が1つあります。いずれも 各 キャンパスからは，バスで30～40 分 
かく ぷん




 生 と 大 学 院 生
せい だい がく いん
は入ることができます。
せい
　＜ 寮 の 概 要 ＞
りょう がい よう
・ 定 員 数 ： 男 子 
てい いん すう だん し
寮 
りょう






・ 必 要 経 費 ：











費  月 額 約 8,000円









 運 営 費 （ 光 熱 水 
うん えい ひ こう ねつ すい
料 ，その他
りょう
 ）  月 額 約 7,000 円 
た げつ がく やく えん
・ 設 備 備 品 ：デスク， 書 棚 ，ベッド
せつ び び ひん しょ だな
・ 共 
きょう








堂 ， 簡 易 台 
どう かん い だい
所 
どころ
， 風 呂 ， 洗 濯 室 ， 社 交 室 ，
ふ ろ せん たく しつ しゃ こう しつ
 等 
とう








） 金 沢 市 弥 生 　1-26-5
かな ざわ し や よい
　 距 離 ：
きょ り




町 ・ 鶴 間 キャンパスまで3.6㎞
まち つる ま








） 金 沢 市 野 町 　5-8-10
かな ざわ し の まち
　 距 離 ：
きょ り

























































































































　 距 離 ：
きょ り




町 ・ 鶴 間 キャンパスまで2.9㎞
まち つる ま
＜ 問 い 合 わせ 先 ＞
と あ さき
　 学 生 部 学 務 課 学 生 支 援 第 一 




 4 ． 民 間 のアパート・ 貸 間 





介 は， 金 沢 大 学 生 活 
かい かな ざわ だい がく せい かつ
協 
きょう
同 組 合 本 部 （









 大 学 会 館 内 ）で 日 曜 ・
だい がく かい かん ない にち よう
 祝 
しゅく
日 を 除 く 毎 日 
じつ のぞ まい にち
行 
おこな
っています。 希 望 する 場 合 
き ぼう ば あい




接 申 し 込 んでください。これらのアパート 等 の 家 賃 は，
せつ もう こ とう や ちん
 場 所 や 部 屋 の 広 さなどによりそれぞれ 異 なりますが， 一 般 的 なものと
ば しょ ヘ や ひろ こと いっ ぱん てき
しては， 次 のとおりです。
つぎ
＜ 部 屋 代 の 一 例 ＞
ヘ や だい いち れい
［ 家 ・アパートを 借 りるときの 用 語 ］





（ 家 賃 ）  家 や 部 屋 を 借 りる
や ちん いえ へ や か
 料 
りょう
金 。 毎 月 払 う。
きん まい つき はら
 共 
きょう




用 部 分 の 電 気 





 敷 金  家 賃 の 不 払 い， 明 け 渡 し 時 の 修  繕 費 用 のため
しき きん や ちん ふ ばら あ わた じ しゅう ぜん ひ よう
に， 契 約 時 に 家 主 （ 大 家 ）に 預 けておくお 金 。 明 


















40,000 円 ～60,000 円 
えん えん
20,000 円 ～30,000 円 
えん えん
6
50,000 円 ～70,000 円 
えん えん






























































































け 渡 し 時 に 修  繕 費 用 等 を 差 し 引 いて 返 還 され
わた じ しゅう ぜん ひ よう など さ ひ へん かん
る。 家 賃 の3 ヶ 月 分 程 度 が 一 般 的 。→
や ちん か げつ ぶん てい ど いっ ぱん てき
 不 動 産 広 告 で「 敷 3」は， 敷 金 として3 ヶ 月 分 の
ふ どう さん こう こく しき しき きん か げつ ぶん
 家 賃 を 払 うことをいう。
や ちん はら
 礼 金  契 約 時 に， 家 主 （ 大 家 ）に 払 う 料  金 。 家 賃 の1～
れい きん けい やく じ や ぬし おお や はら りょう きん や ちん
2 ヶ 月 分 が 一 般 的 。→ 不 動 産 広 告 で「 礼 1」は，
か げつ ぶん いっ ぱん てき ふ どう さん こう こく れい
 礼 金 として1 ヶ 月 分 の 家 賃 を 払 うことをいう。
れい きん か げつ ぶん や ちん はら
 部 屋 の 間 取 り  独 立 した 部 屋 の 数 ， 居 間 （L）・
へ や ま ど どく りつ へ や かず い ま
 食 
しょく









 　2LDK　 部 屋 2， 居 間 兼 
へ や い ま けん
食 
しょく












し， 多 くの 場 合 1 帖 ＝1.55㎡。ア
おお ば あい じょう
パートなどでは4 帖 
じょう












な 人 は，「 外 国 人 
ひと がい こく じん
留 
りゅう
学 生 と 貸 主 の 不 動 産 賃 貸 
がく せい かし ぬし ふ どう さん ちん たい
借 
しゃく
マニュアル」を 学 務 課 および， 各 学 務 
がく む か かく がく む
係 
かかり
で 配 付 していますので， 活 用 
はい ふ かつ よう
してください。
 5 ． 住 
じゅう
居 に 関 する 補 助 















学 生 が， 民 間 のアパート 等 を 借 りる 場 合 ， 財 団 法 人 日 本 国 

















宅 総 合 補 













 海 外 旅 行 保 険 
かい がい りょ こう ほ けん














する 基 金 から 成 り 立 っています。「 金 沢 大 学 外 






















































































































契 約 機 関 保 
けい やく き かん ほ
証 
しょう
制 度 」を 利 用 する 場 合 は，
せい ど り よう ば あい
 必 ずこの「 留 
かなら りゅう
学 生 住  宅 総 合 補 







　 手 続 きについては， 所 属 







科 の 学 務
か がく む
  係 で 行 ってくだ
がかり おこな
さい。
・ 金 沢 大 学
かな ざわ だい がく
 私 費 外 国 人 















居 に 際 して 財 団 法 人 日 本 国 際 















  住 
じゅう
宅 総 合 補 償







 私 費 外 国 人 





























６ ． 金 沢 大 学 外 国 人 











契 約 機 関 保 





　 金 沢 大 学 に 在 学 ・
かな ざわ だい がく ざい がく
 入 
にゅう
学 する 外 国 人 







居 契 約 
きょ けい やく




人 を 必 要 としている 場 合 に， 在 籍 期 間 に 限 り 国 立 
にん ひつ よう ば あい ざい せき き かん かぎ こく りつ
 大 学 法 人 金 沢 大 学 が 連 帯 保 
だい がく ほう じん かな ざわ だい がく れん たい ほ
証 
しょう
































居 は， 木 造 家 屋 が 多 いのですが，
きょ もく ぞう か おく おお
 洋 風
よう ふう
の 鉄 筋 コンクリー
てっ きん




居 の 内 部 には， 日 本 独 特 の
きょ ない ぶ に ほん どく とく
 様 式
よう しき
の 部 分 もあります。
ぶ ぶん
　 一 般 に， 家 に 上 がるときは， 玄 関 でくつを 脱 ぎます。
いっ ぱん いえ あ げん かん ぬ
　 浴 室 には， 浴 槽 と
































































 6．An Institutional Guaranty System for International 






























































意 します。シャワーも 広 く 使 われています。
い ひろ つか
　また 全 国 各 地 に 公 
ぜん こく かく ち こう
衆 
しゅう
浴 場 （ 銭 湯 ）もあります。
よく じょう せん とう
　 日 本 
に ほん
のトイレには 洋 式 と 和 式 があります。
よう しき わ しき
　 浴 室 
よく しつ
とトイレの 使 用 方 法 については， 日 本 人 や 先 輩 









　コンクリ トー 住 
じゅう
宅 やアルミサッシの 普 
たく ふ
及 によって 住 
きゅう じゅう
宅 の 気 密 性 が 高 く
たく き みつ せい たか
なっています。このため 梅雨 
つ ゆ
（6，7 月 ）の 季 節 をはじめ 一 年 





 の 湿 度 
しつ ど




態 になっています。 晴 れているときは 窓 を
たい は まど




しをよくしたり， 除 湿 剤 を 使 用 してカビの
じょ しつ ざい し よう
 発 生 
はっ せい











































































　 学 生 は， 所 定 の 授 





・その 他 の 費 用 を 期 限 までに 納 




＜ 正 規 生 ＞
せい き せい
＜ 非 正 規 生 ＞







等 は2008 年 度 の 金 額 です。
とう ねん ど きん がく
　 金 沢 大 学 と
かな ざわ だい がく
 学 生 交 換の
がく せい こう かん
 覚 書
おぼえがき








の 場 合 は，
ば あい
















 払 わなくても 良 い 場 合 があります。
はら よ ば あい
 金 沢 大 学 の
かな ざわ だい がく
 学 務
がく む
 課 か， 所 属 部 













 署 で 確 認 して 下 さい。





は 原 則 として4 月 ，10 月 に 納 
げん そく がつ がつ のう
入 
にゅう
してください。なお， 正 規 生 は
せい き せい
10 月 以 降
がつ い こう
は， 学 生 等 名 義 の 預 金 口 座 から 引 き 落 としになります。 希 望 
がく せい とう めい ぎ よ きん こう ざ ひ お き ぼう
により， 前 期 分 の 納 入 の 際 に 後 期 分 も 併 せて 年 額 分 納 入 できます。
















　　　  9,800 円 
えん
















 年 額 　356,400 円 
ねん がく えん















がく るい がく ぶ
区　分
く ぶん
 30,000 円 
えん




















































































































学 金 等 
がく きん とう
　






　 大 学 の
だい がく
 学 域 及
がく いき およ
  び 大 学 院 に 在 籍 する 学 生 で， 経 済 的 に 困 難 であり，









な 学 生 に 対 しては， 授 
がく せい たい じゅ
業 料 
ぎょう りょう
の 全 額 または 半 額 を 免 除 
ぜん がく はん がく めん じょ
 及 び
およ
 徴 収 
ちょう しゅう
を 猶 予 する 制 度 があります。（ 非 正 規 生 には
ゆう よ せい ど ひ せい き せい







免 除 の 申 請 時 期 は，
めん じょ しん せい じ き






， 後 期 分 は9 月 
こう き ぶん がつ
中 旬 で
ちゅう じゅん
す。 申 請 し 忘 れ
しん せい わす
ないように， 掲 示 板 の 通 知 に









　 私 費 外 国 人 留  学 生 に 対 する 奨  学 金 制 度 には， 以 下 のようなものが
し ひ がい こく じん りゅう がく せい たい しょう がく きん せい ど い か
あります。 一 般 に 奨  学 金 情  報 は， 所 属 
いっ ぱん しょう がく きん じょう ほう しょ ぞく
学 類
がく るい
・ 研 究  科 に 掲 示 あるいは
けん きゅう か けい じ
 通 知 されますので， 毎 日 掲 示 板 をみるようにしてください。 正 規 生 は，
つう ち まい にち けい じ ばん せい き せい
 留 
りゅう
 学 生 用 の 掲 示 板 だけでなく， 一 般 の 学 生 用 の 掲 示 板 も 毎 日 見 るよう
がく せい よう けい じ ばん いっ ぱん がく せい よう けい じ ばん まい にち み
にしてください。
　●  奨 
しょう






学 金 制 度 
がく きん せい ど
　 各 
かく
種 の 民 間 団 体 が 各 大 学 を 通 じて， 在 学 している 私 費 
しゅ みん かん だん たい かく だい がく つう ざい がく し ひ
留 
りゅう
















学 生 の 数 は 限 
がく せい かず かぎ




生 （ 非 正 規 生 ）については，
せい ひ せい き せい
 奨 
しょう
学 金 への 応 募 資 格 
がく きん おう ぼ し かく
が 認 められない 場 合 がほとんどです。
みと ば あい
　 大 学 から 候 補 者 を 推 薦 する
だい がく こう ほ しゃ すい せん
 奨 
しょう
学 金 を 希 望 する 私 費 































































































 前 年 度 の6 月 と
ぜん ねん ど がつ
10 月 
がつ










 申 請 
しん せい




　 大 学 からの 推 薦 を 必 要 としていない
だい がく すい せん ひつ よう
 奨 
しょう






















 学 務 課 に
がく む か









報 は， 日 本 学 生 支 援 機 構



















政 法 人 日 本 学 生 支 援 機 構













都 江 東 区 青 海 2-79 ℡：03-5520-6131







学 団 体 等 は，
がく だん たい など
 奨 
しょう
学 生 に 対 して， 懇 談 会 への
がく せい たい こん だん かい
 出 
しゅっ
席 等 の 義 務 を 課 
せき など ぎ む か
していることがあります。 奨 
しょう
学 生 の 身 分 を 取 り 消 されることがありま











学 財 団 等 の
がく ざい だん など
 承 
しょう
認 が 必 要 な 連 絡 ， 例 えば，
にん ひつ よう れん らく たと
 出 
しゅっ
席 を 義 務 づけられ
せき ぎ む
ている 懇 親 会 への 欠 席 などはeメールで 連 絡 しただけでは， 義 務 
こん しん かい けっ せき れん らく ぎ む




学 財 団 等 の
がく ざい だん など
 承 
しょう
認 を 取 ってください。
にん と
　●  金 沢 大 学 ・コマツ 私 費 外 国 人 留  学 生 奨  学 援 助 金 
かな ざわ だい がく し ひ がい こく じん りゅう がく せい しょう がく えん じょ きん




気 等 により 一 時 的 に 経 済 的 援 助 が 必 要 になった 私 費 
き など いち じ てき けい ざい てき えん じょ ひつ よう し ひ




学 生 に 対 し，
がく せい たい
 状 況 
じょう きょう
に 応 じて 最 高 10 万 円 の 援 助 金 が 支 
おう さい こう まん えん えん じょ きん し
 給 されます。
きゅう






































































































































● 金 沢 大 学 外 国 人 留  学 生 緊 急  貸 付 金 
かな ざわ だい がく がい こく じん りゅう がく せい きん きゅう かし つけ きん
　 不 測 の 事 態 等 により 緊 
ふ そく じ たい など きん
急 
きゅう
に 資 金 が 必 要 になった 外 国 人 







学 」 以 外 の 在 
がく い がい ざい
留 
りゅう
資 格 の 者 を 含 む）に 最 高 20 万 円 を 無 利 子 で
し かく もの ふく さい こう まん えん む り し
 貸 付 ける 制 度 があります。
かし つ せい ど
　 詳 しくは，
くわ














 学 務 
がく む


















































・ 健 康 
けん こう




拭　 保 健 管 理 センター
ほ けん かん り
　 保 健 管 理 センターでは，



















 定 期 健 康 診 断 ， 一 般 健 康 相 談 ， 精 神 健 康 相 談 等 を











学 生 の 皆 さんが 健 康 な 学 生 生 活 を 送 れるよ
がく せい みな けん こう がく せい せい かつ おく
う， 健 康 面 の 不 安 ， 悩 みなどについて，ドクターが 相 談 に 乗 り，ア
けん こう めん ふ あん なや そう だん の
ドバイスをしています。もちろんプライバシーは 完 全 に 保 護 されま
かん ぜん ほ ご
す。 相 談 日 などは 次 のとおりですから， 気 軽 に 相 談 してください。
そう だん び つぎ き がる そう だん
 日 時 ：4 月 ～7 月 ，10 月 ～3 月 







火 曜 日 　13：00～17：00
か よう び
 場 所 ： 保 健 管 理 センター
ば しょ ほ けん かん り
 相 談 担 当 ドクター： 松 村 　 正 巳 　 先 生 
そう だん たん とう まつ むら まさ み せん せい
その 他 質 問 等 は， 保 健 管 理 センターへ 問 い 合 わせてください。
た しつ もん とう ほ けん かん り と あ
 保 健 管 理 センター　Tel：076-264-5255







院 にかかる 場 合 は， 国 民 健 康 保 険 
いん ば あい こく みん けん こう ほ けん
証 
しょう
を 持 って 行 き，
も い












ず 所 属 する 学 務 
しょ ぞく がく む
 係 
かかり








（ 受 付 ） 時 間 が 異 なりますので， 前 もって
うけ つけ じ かん こと まえ
 電 話 をしてから 行 ってください。
でん わ い
　なお， 総 合 感 冒 薬 ， 胃 
そう ごう かん ぼう やく い
腸 
ちょう
薬 ， 痛 み 止 め， 湿 布 薬 等 の 簡 単 な 薬 

































































































は， 医 師 の 処 方 箋 （ 医 師 が
い し しょ ほう せん い し
 病 
びょう
名 に 応 じて 患 者 に 投 与 する





 合 について 薬 剤 師 に 渡 す 指 示 書 ）がなくても
ごう やく ざい し わた し じ しょ
 薬 
くすり























番 なしの「119 番 」に 電 話 して

















車 」が 必 要 
しゃ ひつ よう




になるものをはっきり 伝 えてください。 英 語 
つた えい ご
での 電 話 も 可 能 ですが，できるだけ 日 本 語 で









車 をお 願 いします。 場 所 は○○です。」）





電 話 からは， 赤 いボタンを 押 せば 無 
でん わ あか お む
料 
りょう
で 通 話 できます。
つう わ
　燭　 金 沢 大 学 近 辺 の 医 療  機 関 の 診 療  時 間 
かな ざわ だい がく きん ぺん い りょう き かん しん りょう じ かん









































い いん めい でん わ
	
 平 日 12：00 以 降 ， 土 日 
へい じつ い こう ど にち
祝 
しゅく
日 は 電 話 後 受 診 可 





















 金 沢 大 学 附 属 












受 付 （ 電 話 後 受 診 可 ）





















受 付 （ 電 話 後 受 診 可 ）












 金 沢 市 立 






































































































い いん めい でん わ
	
（ 整 形 外 科 ・ 内 科 ・ 外 科 ）




















（ 整 形 外 科 ・ 外 科 ・ 内 科 ）









































































い いん めい でん わ
	
（ 内 科 ・ 外 科 ・ 整 形 外 科 ）





 兼 六 元 町 14-21













（ 整 形 外 科 ）






○○○○○○9：00-12：30 田 上 第 5 土 地 区 画 整 理 地 
た がみ だい と ち く かく せい り ち








 土 田 整 形 外 科 クリニック














 半 田 内 科 医 院 





（ 内 科 ・ 外 科 ）	

ない か げ か
 水 ・ 土 曜 受 付 13：00 迄 
























 加 世 多 皮 膚 科 医 院 








化 器 科 ， 外 科 ， 内 科 ）






 土 曜 受 付 16：00 迄 




 田 上 町 10 街 区 2





















































 水 曜 日 は 緑  内 
























 土 曜 受 付 16：00 迄 










かりの 眼 科 医 院 







 耳 鼻 咽 喉 科 　Otolaryngology
































い いん めい でん わ
	
 要 予 約 
よう よ やく
 Necessary
 土 曜 受 付 15：00 迄 











 小 森 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 





 土 曜 受 付 17：00 迄 








 木 下 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 





 土 曜 受 付 13：00 迄 









 中 橋 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 





 産 婦 人 科 　Obstetrics and Gynecology
































い いん めい でん わ
	
 土 曜 受 付 15：00



















 避 妊 相 談 





 野 々  市 町 本 町 2-18-22






ののいち 産 婦 人 科 




















 避 妊 相 談 





















 八 十 島 医 院 







 女 性 医 師 （ 毎 日 午 前 
じょ せい い し まい にち ご ぜん
中 
ちゅう
と 月 曜 日 午 後 ）

























































い いん めい でん わ
	
 土 曜 受 付 17：00 迄 










 小 島 歯 科 医 院 




























 鈴 見 台 歯 科 












 大 矢 歯 科 医 院 




 土 曜 受 付 17：00 迄 





 田 上 町 58 街 区 7




 山 川 歯 科 クリニック




 土 曜 受 付 17：00 迄 






























 炭 谷 歯 科 医 院 





 土 曜 受 付 18：00 迄 
ど よう うけ つけ まで
 完 全 予 約 制 

















 竹 中 歯 科 医 院 










 兼 六 元 町 1-1
けん ろく もと まち
	
		
 飯 尾 歯 科 医 院 








































い いん めい でん わ
	
（ 内 科 ・ 小  児 科 ）




























（ 海 外 渡 航 時 の 予 防 接 種 問 合 せ 等 ）

































































い いん めい でん わ
	




 土 曜 15：00
ど よう
：：（）





















































 女 性 医 師 








 月 ・ 水 　　　
げつ すい
10：00-18：30









 大 工 町 30-1
だい く まち















費 の 補 助 体 制 
ひ ほ じょ たい せい
拭　 国 民 健 康 保 険 
こく みん けん こう ほ けん
　 日 本 に 滞 在 する 外 国 人 は， 国 民 健 康 保 険 に 加 
に ほん たい ざい がい こく じん こく みん けん こう ほ けん か
入 
にゅう
する 義 務 があ
ぎ む












院 費 の70％が 補 
いん ひ ほ




費 が 高 額 にのぼる 場 合 には， 自 己 負 担 
ひ こう がく ば あい じ こ ふ たん
の 限 度 額 も 定 められています。ただし， 保 険 対 
げん ど がく さだ ほ けん たい
象 
しょう










院 の 際 などは 特 に， 前 もって
いん さい とく まえ
 病 
びょう
院 などで 確 
いん たし
かめておくことが 必 要 です。 家 族 もこの 保 険 に 加 
ひつ よう か ぞく ほ けん か
入 
にゅう






費 負 担 も30％です。
ひ ふ たん
　 渡 日 後 すぐに 市 役 所 に 行 って， 外 国 人 登 録 と 同 時 に 国 民 健 康 
と にち ご し やく しょ い がい こく じん とう ろく どう じ こく みん けん こう


















書 が 送 られてきます
しょ おく
ので， 銀 行 で 支 払 ってください。
ぎん こう し はら
 銀 行 
ぎん こう
口 座 引 き 落 としの 手 










学 生 は 保 険 
がく せい ほ けん
料 
りょう
の7 割 減 額 を 受 けられます。 加 
わり げん がく う か
入 
にゅう
時 に 減 
じ げん
 額 申 請 をしてください。また， 毎 年 4 月 に 市 役 所 から 減 額 のための
がく しん せい まい とし がつ し やく しょ げん がく
 申 告 書 の 用 紙 が 送 られてきますので， 記 
しん こく しょ よう し おく き
入 
にゅう
のうえ， 市 役 所 に 返 送 
し やく しょ へん そう
してください。これをしないと， 減 額 された 場 合 の3 倍 以 
げん がく ば あい ばい い
上 
じょう












報 が 必 要 な 人 は，「
ほう ひつ よう ひと
 留 
りゅう
学 生 のための 健 康 のしお
がく せい けん こう




学 生 国 民 健 康 保 険 
がく せい こく みん けん こう ほ けん
料 
りょう




　 金 沢 市 に 住 む 私 費 外 国 人 留  学 生 は 金 沢 国 際 交 





 野 々  市 町 内 に 住 む 私 費 外 国 人 





 野 々  市 町 国 際 友 好 親 善 協
の の いち まち こう さい ゆう こう しん ぜんきょう
  会 
かい
から， 国 民 健 康 保 険 料 （ 減 額 後 の 全 額 ）の 助 成 を 受 けられる
こく みん けん こう ほ けん りょう げん がく ご ぜん がく じょ せい う
























































































































在 籍 予 定 の 学 生 のみ 申 請 できます。 申 請 は 金 沢 市 に
ざい せき よ てい がく せい しん せい しん せい かな ざわ し
住
す
 む 者 で
もの
 前 期 在 籍 者
ぜん き ざい せき しゃ
は7 月 頃 ， 後 期 
がつ ごろ こう き
入 
にゅう
学 者 は11 月 頃 に， 野 々  市 町 に 住 
がく しゃ がつ ごろ の の いち まち す
む 者 は10 月 と2 月 に， 各 学 類 の



















害 保 険 
がい ほ けん
　この 保 険 は， 被 保 険 者 が 在 籍 する 大 学 の







活 動 （ 正 課 
かつ どう せい か
中 ，
ちゅう




事 中 ， 課 外 活 動 
じ ちゅう か がい かつ どう
中 
ちゅう
及 び 学 校 施 設 内 （ 学 校 
およ がっ こう し せつ ない がっ こう
宿 
しゅく




 居 と 学 校 施 設 等 との
きょ がっ こう し せつ など
 間 
あいだ




及 び 大 学 の 施 設 内 を 移 動 して







激 かつ 偶 然 な 外 来 の 事 故 によって 身 体 に











制 度 です。この 保 険 には， 本 学 の 全 学 生 が 加 







した 学 生 は 被 保 険 者 となります。
がく せい ひ ほ けん しゃ
　この 傷 
しょう
害 保 険 の 他 に，インターンシップ， 介 護 体 験 活 動 ，









において， 他 人 にケガをさせたり， 他 人 の 財 物 を 損 壊 したことに 対 して
た にん た にん ざい ぶつ そん かい たい
















責 任 保 険 があります。こ





責 任 保 険 に 加 
















手 続 き 等 わからないことがある 場 合 は， 学 務 



































































































































　燭　 学 生 健 康 保 険 組 合 
がく せい けん こう ほ けん くみ あい
　「 金 沢 大 学 学 生 健 康 保 険 組 合 」は， 学 生 の 健 康 保 持 及 び 疾 病 負 
かな ざわ だい がく がく せい けん こう ほ けん くみ あい がく せい けん こう ほ じ およ しっ ぺい ふ
傷 
しょう




済 することを 目 的 として， 設 立 されました。
さい もく てき せつ りつ
　 本 学 の 全 学 生 が 組 合 員 となり， 在 学 









 場 合 は， 必 要 な 治 
ば あい ひつ よう ち
療 
りょう
を 受 け， 速 やかに 健 康 を 回 復 して 学 









むことができるように， 学 生 の 互 助 によりその 医 







済 し， 各 自 の
さい かく じ
 負 担 を 軽 減 しようとするものです。
ふ たん けい げん
　この 学 生 健 康 保 険 は， 本 学 独 自 の 制 度 として 設 けられたもので， 他 
がく せい けん こう ほ けん ほん がく どく じ せい ど もう た
の 社 会 保 険 と 併 せて 加 





























機 関 を 利 用 した 場 合 ， 保 険 診 
き かん り よう ば あい ほ けん しん
療 
りょう
費 総 額 の 医 科 診 









は，1.5 割 以 内 を 組 合 員 の 請 
わり い ない くみ あい いん せい
求 
きゅう






れます。ただし， 年 間 を 通 じて １人 40,000 円 が 限 度 です。 加 





 等 わからないことがある 場 合 は， 保 健 管 理 センターでお 尋 ねください。
など ば あい ほ けん かん り たず
　なお， 学 生 健 康 保 険 組 合 の 医 





















とは， 併 用 できます。
へい よう
3 ． 健 康 診 断 
けん こう しん だん
拭　 定 期 健 康 診 断 
てい き けん こう しん だん
　 金 沢 大 学 では， 毎 年 4 月 に 定 期 健 康 診 断 が 実 施 されます。
かな ざわ だい がく まい とし がつ てい き けん こう しん だん じっ し
 在 籍 者 はあらかじめ 指 定 された 日 時 に











又 は11 月 
また がつ














とした 特 別 健 康 診 
とく べつ けん こう しん
 断 があります。 健 康 診 断 には， 結 核 を 診 断 するためのレントゲン
だん けん こう しん だん けっ かく しん だん
 撮 影 が 含 まれています。 日 本 においては， 現 在 結 核 対 策 が




































































































　 健 康 診 断 を
けん こう しん だん
 受 診 すると，
じゅ しん
 必 要 なときに
ひつ よう
 健 康 診 断 
けん こう しん だん
証 明
しょうめい
  書 を
しょ





団 健 康 診 査 「
だん けん こう しん さ
 若 
じゃく
年 者 健 康 診





学 生 は， 金 沢 市 が





年 者 健 康 診 査 」を 受 けることがで
ねん しゃ けん こう しん さ う








はいくつか 指 定 
し てい
されていますので， 希 望 者 は 各 
き ぼう しゃ かく
学 類 
がく るい








 金 沢 
かな ざわ
 市 保 健 衛 生 課 （ 平 日 ：9：00～18：00　Tel：076-220-2232・
し ほ けん えい せい か へい じつ







































Ⅹ． 生 　　 活 
せい かつ
 1 ． 相 談 窓 口 

























に 気 軽 に 相 談 してください。







　 学 費 その 他 の 必 要 経 費 を
がく ひ た ひつ よう けい ひ
 補 
おぎな










ただし，アルバイトを 希 望 する 場 合 には， 事 前 に， 資 格 外 活 動 の
き ぼう ば あい じ ぜん し かく がい かつ どう
 許 可 を 受 ける 必 要 があります。
きょ か う ひつ よう
 留 
りゅう
学 生 が 資 格 外 活 動 の 許 可 を 受 け
がく せい し かく がい かつ どう きょ か う
ずにアルバイトをしたり， 許 可 された 範 囲 を 超 えたアルバイトをし
きょ か はん い こ
た 場 合 ， 処 罰 の 対 
ば あい しょ ばつ たい
象 
しょう
となりますし， 場 合 によっては， 退 去 
ば あい たい きょ
強 
きょう






意 してください。 資 格 外 活 動 許 可 の 取 得 に
い し かく がい かつ どう きょ か しゅ とく
ついては「Ⅴ―3． 資 格 外 活 動 許 可 」を 参 
し かく がい かつ どう きょ か さん
照 してください。
しょう








 修 了 
しゅう りょう
後 に 日 本 国 内 で
ご に ほん こく ない
 就 職 
しゅう しょく
を 希 望 する 場 合 は， 卒 







 就 職 
しゅう しょく
支 援 室 にご 相 談 下 さい。


































































































　 金 沢 大 学 は，
かな ざわ だい がく
 留 
りゅう
学 生 を 対 
がく せい たい
象 とした 就 職 
しょう しゅう しょく
ガイダンスを 年 2 回 （2008
ねん かい
 年 実 績 ） 開 催 しています。
ねん じっ せき かい さい
 留 
りゅう




としたと 明 記 されていない
めい き
 就  職 ガイダンスや 就 職 
しゅう しょく しゅう しょく
フェアについても 全 学 の 学 生 対 
ぜん がく がく せい たい
象 
しょう
又 は 自 分 
また じ ぶん
の 所 属 する 学 域 ・ 研 
しょ ぞく がく いき けん
究 
きゅう
科 の 学 生 が 対 
か がく せい たい
象 
しょう
であれば 参 加 できます。
さん か
〒920-1192　 金 沢 市 角 間 町 
かな ざわ し かく ま まち
 金 沢 大 学 学 生 部 
かな ざわ だい がく がく せい ぶ
就 職 
しゅう しょく
支 援 室 （ 大 学 会 館 3 階 ）














 就 職 
しゅう しょく
活動をする場合の在


















けっ か さい よう
内定を受けた人は，実際に採用されるまでの








ご ねん い ない
「短期滞在」から「特定活動」









































 留 中 
りゅう ちゅう
にかかるすべての経費を支払う能
けい ひ し はら のう

















































































































































































がい とう かつ どう
ある場合）
ば あい
4 ． 食 
しょく






堂 ， 喫 茶 室 ， 売 店 等 があり， 比 較 的 安 い









































金 の 変 更 等 については，その 都 度 ， 掲 示 板 ，ホームペー
きん へん こう とう つ ど けい じ ばん








5 ． 水 道 ・ガス・ 電 気 
すい どう でん き




金 の 支 払 いは， 銀 行 口 座 から 自 動 的 に 支 払 う 方 法 が 便 
きん し はら ぎん こう こう ざ じ どう てき し はら ほう ほう べん
 利 です。 詳 しくは「辛―1． 銀 行 」を 参 照 してください。
り くわ ぎん こう さん しょう
　 帰 国 する 際 ， 又 は， 住  居 を 変 更 する 際 に，
き こく さい また じゅう きょ へん こう さい
 必 
かなら
ず， 水 道 ，ガス，
すい どう
 電 気 及 び 電 話 
でん き およ でん わ
料 
りょう
の 精 算 をしてください。 分 からないことがある 時 は，
せい さん わ とき








に 相 談 してください。
そう だん








居 者 の 場 合 は， 以 下 のことは
きょ しゃ ば あい い か
 学 務 課 
がく む か






　拭　 水 　 道 
すい どう




質 の 水 に 恵 まれた 国 であり， 衛 生 施 設 も 完 備 されてい
しつ みず めぐ くに えい せい し せつ かん び
るため， 水 道 の 水 は 飲 むことができます。 使 用 を 始 めようとすると
すい どう みず の し よう はじ
きは， 金 沢 市 企 
















































































































　ガスには 都 市 ガスとLPガスの2 種 類 があります。 都 市 ガスの 場 合 
と し しゅ るい と し ば あい
は，ガス 会 社 の 人 と 本 人 立 ち 会 いでないと 使 用 を 始 めることはできま
がい しゃ ひと ほん にん た あ し よう はじ
せん。 使 用 を 始 めようとするときは， 金 沢 市 企 





2611）に 電 話 してください。LPガスを 利 用 する 場 合 は， 最 寄 りのLP





 販 売 店 に 連 絡 してください。なお，ガス 器 具 は， 都 市 ガス
はん ばい てん れん らく き ぐ と し
 用 とLPガス 用 があり，それぞれ 専 用 の 器 具 となっていますので， 器 
よう よう せん よう き ぐ き


















　殖　 電 　 気 
でん き
　 石 川 県 では100ボルト60ヘルツを 使 用 しています。 電 気 の 使 用 に 関 
いし かわ けん し よう でん き し よう かん




㈱ 石 川 支 店 （Tel：0120-776453）にたずねてくだ
かぶ いし かわ し てん
さい。
6 ． 電 話 ・ 携 帯 
でん わ けい たい
　 携 帯 電 話 は各
けい たい でん わ かく
  携 帯 電 話 会 社 の 販 売 店 や
けい たい でん わ がい しゃ はん ばい てん




　 金 沢 では 下 記 の 会 社 が
かな ざわ か き かい しゃ
 携 帯 電 話 を
けい たい でん わ
 販 売
はん ばい






せることも 可 能 です。 具 体 的 なサービス 内 容 については， 下 記 の
か のう ぐ たい てき ない よう か き
 番 号
ばん ごう








です。）へ 電 話 をかけて 聞 いてください。
でん わ き
　au TEL 0077-7-111, 	

　ソフトバンク TEL 0088-240-157, 	













































































































　 電 話 を 取 り 付 けるときは，
でん わ と つ
 局 
きょく
番 なしの「116 番 」または 近 くの
ばん ばん ちか




所 の 窓 口 へ 申 し 込 んでください。
しょ まど ぐち もう こ




は， 通 話 先 との 距 離 ， 通 話 時 間 ， 通 話 時 間 帯 等 に
つう わ さき きょ り つう わ じ かん つう わ じ かん たい とう
よって 異 なりますが， 市 内 通 話 は 昼 間 3 分 までごとに10 円 です。
こと し ない つう わ ひる ま ぷん えん
NTT 以 外 の 電 話 会 社 としてKDDIとソフトバンクテレコムがあります。
い がい でん わ がい しゃ
これらの 回 線 を 利 用 すると， 時 間 や 距 離 によっては，より 安 く 電 話 を
かい せん り よう じ かん きょ り やす でん わ
かけられることがあります。 使 用 の 申 し 込 みは，KDDIは，「0077-
し よう もう こ






電 話 を 利 用 する 場 合 は，まず10 円 硬 貨 （100 円 硬 貨 を 入 れ
でん わ り よう ば あい えん こう か えん こう か い
ると100 円 以 内 の 通 話 
えん い ない つう わ
料 
りょう
の 使 用 であってもお 釣 りは 戻 りません），ま
し よう つ もど
たはテレホンカード（500 円 と1,000 円 の2 種 類 があり，NTTの 他 ，





電 話 の 側 の 自 動 販 売 機 や 生 
でん わ そば じ どう はん ばい き せい
協 
きょう
等 で 販 売 しています）を 入 れ，
とう はん ばい い
 相 手 方 番 号 を 押 すと
あい て かた ばん ごう お
 直 
ちょく
接 電 話 がかけられます。また， 通 話 
せつ でん わ つう わ
中 に
ちゅう
ピーッという 音 がした 場 合 は，10 円 硬 貨 またはテレホンカードを 補 





　 日 本 から 外 国 へ 電 話 する 場 合 は，010（KDDI），0041，または0061
に ほん がい こく でん わ ば あい
（SoftBank Telecom）プラス 相 手 国 番 号 でかけられます。また， 市 内 の
あい て こく ばん ごう し ない
 各 所 に 設 置 されている 国 際 通 話 兼 用 カ ドー 公 
かく しょ せっ ち こく さい つう わ けん よう こう
衆 
しゅう
電 話 からは， 海 外 に
でん わ かい がい
 直 
ちょく
 接 電 話 がかけられます。 国 際 電 話 用 のテレホンカ ドーは 生 
せつ でん わ こく さい でん わ よう せい
協 またはコ
きょう
ンビニエンスストアで 販 売 しています。
はん ばい
7 ．ごみ 処 理 
しょ り
　 金 沢 市 では 特 定 曜 日 の
かな ざわ し とく てい よう び
 週 
しゅう














のごみ，たばこの 吸 い 殻 ， 紙 くず， 衣 類 等 ）， 燃 















































































































えないごみ（ガラスくず， 皮 革 製 品 ，プラスチック 製 品 等 ）， 資 源 回 
か わ せい ひん せい ひん とう し げん かい
収 
しゅう
（ 空 き 瓶 ， 空 き 缶 ， 金 属 類 ， 水 銀 含 有 ごみ 等 ）の3 種 類 に 分 別 して







ず 分 別 してください。
ぶん べつ
　 各 地 域 ごとに「 燃 えるごみ」と「 燃 えないごみ」の











日 が 決 められていますので， 内 容 が 見 える 半 透 明 のごみ



















日 の 朝 午 前 8 時 
び あさ ご ぜん じ
30 分 頃 までに 出 してください。 資 源 回 







日 も 地 区 ごとに 決 め
び ち く き
られています。 詳 しいことは 東 部 管 理 センター（Tel：076-252-
くわ とう ぶ かん り
6050）， 西 部 管 理センター（Tel：076-242-1371），リサイクル
せい ぶ かん り




内 会 の 人 に 聞 いてください。
ない かい ひと き
　 粗 大 ゴミの 一 部 は 有 



























センタ （ー0120-53-7934）に 申 し 込 んでください。
もう こ
　テレビ， 冷 蔵 庫 ， 洗 濯 機 ，エアコンの4 種 類 の 電 気 製 品 は， 電 器 販 
れい ぞう こ せん たく き しゅ るい でん き せい ひん でん き はん




で 引 き 取 ってもらうことが 義 務 付 けられています。 市 のゴ
ひ と ぎ む づ し
ミステーションに 出 したり，どこかに 放 置 してはいけません。
だ ほう ち
ゴミの 分 別 について　 金 沢 市 リサイクル 推 進 課 















だし かた わけ かた
活用してください。
かつ よう
8 ． 新 聞 ・テレビ・ラジオ・インターネット
しん ぶん
　拭　 新 　 聞 
しん ぶん
　 日 本 の 主 要 な 新 聞 といくつかの 英 字 新 聞 ，
に ほん しゅ よう しん ぶん えい じ しん ぶん
 中 
ちゅう
国 語 新 聞 は，
ごく ご しん ぶん
 中 
ちゅう

























































































































 館 で 閲 覧 することができます。
かん えつ らん
　 自 宅 に 配 達 を 希 望 する 場 合 は， 生 
じ たく はい たつ き ぼう ば あい せい
協 ，
きょう
または 近 くの 販 売 店 へ 申 し 込 
ちか はん ばい てん もう こ
んでください。
 　植　テレビ・ラジオ




できます。どんな 番 組 が 放 送 
ばん ぐみ ほう そう
されているかは， 新 聞 等 で 確 認 できます。
しん ぶん など かく にん




放 送 （NHK）と 民 間 放 送 の2 種 類 の 放 送 




　NHK（ 日 本 放 送 
に ほん ほう そう
協 
きょう








体 のため，テレビを 持 って
たい も




をNHKに 対 して 支 払 うことになります。
たい し はら
　テレビでは 二 ヵ 国 語 放 送 の
に か こく ご ほう そう
 番 組がいくつかあり，チューナーを
ばん ぐみ
つけると 受 信 できます。また， 字 幕 付 きの 映 画 なら，オリジナルの
じゅ しん じ まく つ えい が
 音 声 を 聞 くことができます。
おん せい き
　殖　インターネット
　 大 学 では， 全 学 生 用 として， 附 属 図 書 館 ， 総 合 
だい がく ぜん がく せい よう ふ ぞく と しょ かん そう ごう
教 
きょう
育 棟 ， 総 合 メ
いく とう そう ごう
ディア 基 盤 センターラウンジで，または，それぞれの 所 属 する
き ばん しょ ぞく










同 利 用 できるパソコンが 置 いてある







































































































































































けん さく かく にん
 
9 ． 防 災 （ 地 震 ）
ぼう さい じ しん
　2007年
ねん
  石 川 県 の 能 登 半 島 の 先 端 で 大 きな 地 震 がありました。 日 
いし かわ けん の と はん とう せん たん おお じ しん に
 本 は 地 震 の 多 い 国 です。とっさのときどうするか，あなたの 避 難 場 所 
ほん じ しん おお くに ひ なん ば しょ




構 えを 持 ち，いざというときにあわ
がま も
てず 落 ち 着 いて 適 切 な 行 動 をしてください。
お つ てき せつ こう どう
　NHKでは， 大 地 震 など 大 きな 災 害 が 予 知 される 場 合 ，テレビ 放 送 
おお じ しん おお さい がい よ ち ば あい ほう そう
の 副 音 声 とラジオ 第 2 放 送 （
ふく おん せい だい ほう そう
 周 
しゅう
波 数 693）を 通 じ， 英 語 で 災 害 緊 
は すう つう えい ご さい がい きん
急 
きゅう
 放 送 を 実 施 します。
ほう そう じっ し
　拭　 地 震 に 備 えて
じ しん そな
　 日 本 は 地 震 の 多 い 国 です。 被 害 を 少 なくするには， 日 頃 の







構 えが 大 切 です。
がま たい せつ
①タンスや 本 棚 などは， 器 具 で 固 定 し， 高 いところに 物 を 置 かない。
ほん だな き ぐ こ てい たか もの お
② 消 
しょう
火 器 などの 用 意 をしておく。





持 ち 出 し 品 （ 応 







品 ， 日 用 品 ， 貴 
ひん にち よう ひん き
重 
ちょう
品 など）を 用 意 して
ひん よう い
おく。 特 に， 旅 券 ， 外 国 人 登 録 
とく りょ けん がい こく じん とう ろく
証 
しょう
明 書 や 保 険 





ち 出 せる 場 所 に。
だ ば しょ




われる 防 災 訓 練 に 積 
ぼう さい くん れん せっ
極 
きょく
的 に 参 加 する。
てき さん か
⑤ 家 族 がいる 人 は，お 互 いの 連 絡 先 や
か ぞく ひと たが れん らく さき
 集 
しゅう
合 場 所 を 決 めておく。




















































































　植　 地 震 が 起 きたら
じ しん お
　 激 しい 振 動 は 長 くてもおよそ1～2 分 で 終 わります。 余 震 は 一 般 的 
はげ しん どう なが ふん お よ しん いっ ぱん てき
に 本 震 より 小 さいといわれています。しかし， 大 きな 地 震 の 時 は， 特 に
ほん しん ちい おお じ しん とき とく




意 してください。 余 震 は 数 か月
い よ しん すう げつ
 に 渡 り， 次 第 に 頻 度 を 減 じな
わた し だい ひん ど げん
がら 続 くことがあります。
つづ
　1） 室 内 では
しつ ない
①ガス 器 具 や 電 気 製 品 の 火 の 始 末 をする。
き ぐ でん き せい ひん ひ し まつ
② 窓 や 戸 を 開 けて， 出 口 を 確 保 する。 看 板 など 物 が 落 下 してくる
まど と あ で ぐち かく ほ かん ばん もの らっ か
 危 険 があるので，あわてて 外 に 飛 び 出 さない。
き けん そと と だ
③テーブルや 机 の 下 などにもぐり， 身 の 安 全 を 図 る。









近 所 と 声 を 掛 け 合 い，お 互 いに 助 け 合 う。




近 の 階 で 停 止 させ，すぐに 降 りる。
きん かい てい し お
3） 屋 外 では
おく がい




など 倒 壊 する 危 険 のあるものに 近 寄 らない。
とう かい き けん ちか よ








は，つり 革 ， 手 すりにしっかりつかまる。
かわ て
③ 山 やがけ 付 近 では， 落 石 やがけ 崩 れに











）さらに 情  報 が 必 要 な 人 は，「 地 震 に 自 信 を」を 活 用 してくだ
じょう ほう ひつ よう ひと じ しん じ しん かつ よう
さい。
10． 火 災 予 防 
か さい よ ぼう




居 は， 極 めて 燃 えやすい 材 





で， 火 災 予 防 には 細 心 の
か さい よ ぼう さい しん
 注 
ちゅう
意 が 必 要 です。 特 に， 外 
い ひつ よう とく がい
出 
しゅつ


































































































 時 は， 加 熱 器 具 ，たばこ，ガスなどの 取 り





〈 火 事 が 起 きたとき〉
か じ お
　119 番 に 電 話 するとともに， 近 所 に 知 らせて 消  火 の 協  力 を 求 め
ばん でん わ きん じょ し しょう か きょう りょく もと
ましょう。 初 期 消  火 が 大 事 ですが， 限 界 は 天 井 に 火 が 届 くまでです。
しょ き しょう か だい じ げん かい てん じょう ひ とど
 消 
しょう
 火 に 気 をとられて 逃 げ 道 を 火 にふさがれないように








鍋 に 火 が 入 ったときは 水 をかけずに，
なべ ひ はい みず
 消 
しょう
火 器 を 使 うか 大 きな





は 有 毒 なので， 濡 れタオルで 口 を 覆 い， 低 い 姿 勢 で 逃 げましょう。
ゆう どく ぬ くち おお ひく し せい に




意 事 項 
い じ こう
　 日 本 は 安 全 な 国 と 言 われていますが， 夜 道 の 一 人 歩 きや 知 らない
に ほん あん ぜん くに い よ みち ひと り ある し
 人 を 部 屋 に 入 れることは 危 険 です。さびしい 場 所 や 人 気 のない 場 所 
ひと へ や い き けん ば しょ ひと け ば しょ
へ 一 人 で 行 くことは 避 けましょう。また， 夜 遅 く 公 
ひと り い さ よる おそ こう
衆 
しゅう
電 話 ボックスで 電 
でん わ でん
 話 することも，できれば 避 けましょう。
わ さ
　 日 本 の 法 律 を 知 らないで 法 律 違 反 をしてしまうと， 逮 捕 されたり，
に ほん ほう りつ し ほう りつ い はん たい ほ
 強 
きょう













① 外 国 人 登 録 









② 資 格 外 活 動 許 可 を 得 ないでアルバイトをしたり，やってはいけな
し かく がい かつ どう きょ か え




管 法 違 反 になります。（「V-3.
かん ほう い はん
 資 格 外 活 動 許 可 」を





③ 自 転 車 に 2  人 で 乗 ったり， 夜 ， 無 
じ てん しゃ ふた り の よる む
灯 火
とう か
で 乗 っていると， 警 察 官 に
の けい さつ かん
 職 
しょく
 務 質 問 されます。 放 置 されている 自 転 車 に 勝 手 にのってはいけ






































































































































④ 護 身 のためナイフを 所 持 していると， 逮 捕 されることがあります。
ご しん しょ じ たい ほ
⑤ 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 ，
しょう
 学 生 証
がく せいしょう
， 国 民 健 康 保 険 
こく みん けん こう ほ けん
証 
しょう






 貸 すことも 借 りることも 犯 罪 になります。
か か はん ざい
⑥ 大 麻 や 覚 せい 剤 を 含 む 麻 薬 類 を 使 用 することは， 日 本 の 法 律 で
たい ま かく ざい ふく ま やく るい し よう に ほん ほう りつ
 禁 じられています。 同 様 にそれらを 輸 
きん どう よう ゆ
入 
にゅう
したり， 製 造 したり， 売 買 
せい ぞう ばい ばい
すること，もしくはあげたり，もらったりすることも 日 本 の 法 律 は 禁 じ





意 を 喚 起 したいのは， 単 に 所 持 するこ
い かん き たん しょ じ
とも 日 本 では 禁 じられているということです。
に ほん きん
12． 詐 　 欺 
さ ぎ
　 電 話 で 物 品 の 購 
でん わ ぶっ ぴん こう
入 
にゅう
，または，お 金 の 振 り 込 みなどをしつこくせまっ
かね ふ こ
てくる 場 合 ，さらに， 繰 り 返 し 電 話 をかけてくる 場 合 などは，「ノー」と
ば あい く かえ でん わ ば あい
 言 って， 大 学 の 相 談 窓 口 に 相 談 すること。こちらから， 電 話 は 絶 対 に
い だい がく そう だん まど ぐち そう だん でん わ ぜっ たい
しないこと。 街 を 歩 いていて， 話 しかけてきて 物 品 の 購 
まち ある はな ぶっ ぴん こう
入 
にゅう
などを 勧 誘 
かん ゆう




所 ， 氏 名 ， 電 話 番 号 を 教 えな
しょ し めい でん わ ばん ごう おし
いこと。
13． 警 　 察 
けい さつ
 犯 罪 ・ 盗 難 ・ 交 通 事 故 の 通 報 　
はん ざい とう なん こう つう じ こ つう ほう
 局 
きょく




　 全 国 どこでも24 時 間 体 制 で 受 け 付 けています。けが 人 がいる
ぜん こく じ かん たい せい う つ にん
 場 合 は， 警 察 から












































































































〈 通 報 の 仕 方 〉
つう ほう し かた
① 受 話 器 を 取 り， 電 話 器 に 緊 
じゅ わ き と でん わ き きん
急 
きゅう
用 ボタンがあれば，それを 押 して
よう お
「110」をダイヤル。なければ，そのまま「110」をダイヤルする。
② 交 通 事 故 か， 泥 棒 などの 犯 罪 かといった
こう つう じ こ どろ ぼう はん ざい
 状 況 
じょう きょう
を 説 明 する。
せつ めい
③ 起 きた 場 所 ，またはあなたのいる 場 所 の
お ば しょ ば しょ
 住 
じゅう




 建 物 などを 伝 え，あなたの 名 前 を 言 う。








　あなたが， 相 手 の 性 的 言 動 を「 不 快 だ」と 感 じたら， 相 手 に 対 して
あい て せい てき げん どう ふ かい かん あい て たい
 言 葉 と 態 度 ではっきりと「 不 快 である」ことを 伝 えてください。 相 手 が
こと ば たい ど ふ かい つた あい て
 目 上 の 人 や
め うえ ひと
 上 級 
じょう きゅう
生 であっても 勇 気 を 持 って 拒 否 し， 自 分 の 意 思 を
せい ゆう き も きょ ひ じ ぶん い し
はっきり 相 手 に 伝 えることが 大 事 です。 自 分 一 人 で 言 えないときには，
あい て つた だい じ じ ぶん ひと り い
 周 
しゅう
 囲 の 人 に 助 けてもらうことも 大 切 です。
い ひと たす たい せつ
　セクシュアル・ハラスメントにあたったときは，あなたが 悪 いわけ
わる
ではないので， 相 手 に「ノー」を 言 えなくても 自 分 を 責 めないようにし
あい て い じ ぶん せ
ましょう。そして 一 人 で 悩 んだりせずに，すぐ 誰 かに 相 談 するか，
ひと り なや だれ そう だん
 留 
りゅう
 学 生 センターの 相 談 員 に 相 談 してください。
がく せい そう だん いん そう だん






査 が 実 
さ じっ








われます。プライバシーは 堅 く 守 られます
かた まも




囲 でセクシュアル・ハラスメントにあっている 人 
い ひと
がいたら， 勇 気 を 出 して 助 けてあげましょう。



























































































































　セクシュアル・ハラスメントをした 場 合 は， 処 分 の 対 









しあい， 相 手 の 嫌 がることや 不 快 に 感 じることをしないよ
あい て いや ふ かい かん




 学 生 センターの 相 談 員 
がく せい そう だん いん
 八 重 澤 　 美 知 子 　









育 棟 302 号 室 

















育 棟 317 号 室 






























身． 交 　　 通 
こう つう
 1 ． 鉄 道 ・ 航 空 機 ・バス・タクシー
てつ どう こう くう き
　拭　 鉄 　 道 
てつ どう
　 金 沢 近 辺 の 鉄 道 はJR 西 日 本 が 運 行 しています。
かな ざわ きん ぺん てつ どう にし に ほん うん こう




車 券 （ 普 通 運 賃 ）の 他 に 特 
しゃ けん ふ つう うん ちん ほか とっ
急 
きゅう
券 （ 新 幹 線 を 含 
けん しん かん せん ふく
む）， 急 
きゅう
行 券 ，グリーン 券 ， 指 定 席 券 ， 寝 台 券 等 の 種 類 があり，
こう けん けん し てい せき けん しん だい けん とう しゅ るい
 乗 
じょう
 車 券 以 外 はその 列 車 が 始 発 駅 を 発 車 する 日 の1か 月 前 から 発 売 
しゃ けん い がい れっ しゃ し はつ えき はっ しゃ ひ げつ まえ はつ ばい






　 列 車 の 時 間 ，
れっ しゃ じ かん
 料 
りょう








等 詳 しいことは 時 刻 
とう くわ じ こく
表 をみるか，
ひょう
 各 駅 の 鉄 道 案 内 所 ， 生 
かく えき てつ どう あん ない しょ せい
協 
きょう
等 で 聞 いてください。
とう き
　植　 航 空 機 
こう くう き
　 航 空 機 の 座 席 は 予 約 制 になっており， 搭 
こう くう き ざ せき よ やく せい とう
乗 
じょう
日 の2か 月 前 から 生 
び げつ まえ せい
 協 
きょう
や 旅 行 社 等 で 受 け 付 けています。 金 沢 からの 最 寄 りの 空 港 は
りょ こう しゃ とう う つ かな ざわ も よ くう こう
 小 松 空 港 です。 金 沢 からの 小 松 空 港 行 きバスおよび 小 松 空 港 発 
こ まつ くう こう かな ざわ こ まつ くう こう い こ まつ くう こう はっ
 着 
ちゃく
 便 は 次 のとおりです。
びん つぎ
 金 沢 市 内 ― 小 松 空 港 　 所 要 時 間 　55 分 　1,100 円 
かな ざわ し ない こ まつ くう こう しょ よう じ かん ふん えん




海 ， 台 北 ， 東 
はい たい ぺい とう
京 
きょう
， 成 田 ， 福 岡 ， 札 幌 ， 仙 台 ，
なり た ふく おか さっ ぽろ せん だい
 沖 縄 
おき なわ
 小 松 空 港 ホームページ：




























































































　 高 速 道 特 
こう そく どう とっ
急 
きゅう
バスを 利 用 すると， 鉄 道 を 使 用 する 場 合 の 約 半 額 
り よう てつ どう し よう ば あい やく はん がく
で 目 的 地 まで 行 くことができます。 金 沢 からは 次 の 地 域 との
もく てき ち い かな ざわ つぎ ち いき
 間 の
あいだ
 運 行 がされています。 詳 しいことは 北 陸 鉄 道 
うん こう くわ ほく りく てつ どう
（ 北 鉄 ）
ほく てつ
 金 沢 駅 前 セ









 金 沢 ― 八 王 子 ・ 渋 谷 ， 横 浜 ・
かな ざわ はち おう じ しぶ や よこ はま
 湘 
しょう
南 ， 仙 台 ， 新 潟 ， 名 古 屋 ，
なん せん だい にい がた な ご や
 大 阪 ，富
おお さか と
  山 ， 高 山 ・ 白 川 郷 
やま たか やま しら かわ ごう
（ 北 陸 鉄 道 ）
ほく りく てつ どう














都 ， 大 阪 （ 西 日 本 JR
と おお さか にし に ほん
バス）
　 金 沢 市 内 は， 北 鉄 および
かな ざわ し ない ほく てつ
 西 日 本 
にし に ほん




 務 員 は 運 転 手 一 人 です。 乗  車 口 で 整 理 券 をとり， 降 りるときは
む いん うん てん しゅ ひと り じょう しゃ ぐち せい り けん お
 近 くの 降 車 ブザーを 押 し， 前 方 の
ちか こう しゃ お ぜん ぽう
 料 
りょう
金 掲 示 板 で
きん けい じ ばん
 料 
りょう
金 を 確 認 し， 整 
きん かく にん せい




金 箱 に 入 れてから 降 ります。
きん ばこ い お
　 金 沢 大 学 各 キャンパスまでのバス 路 線 （ 北 鉄 ） 等 は 次 のとおりです。
かな ざわ だい がく かく ろ せん ほく てつ とう つぎ
　 回 数 券 ， 定 期 券 ，プリペイドカード（ICa）は 生 
かい すう けん てい き けん せい
協 
きょう
でも 販 売 してい
はん ばい
ます。
 金 沢 大 学 と 北 陸 鉄 道 との 取 り 決 めで，
かな ざわ だい がく ほく りく てつ どう と き
 旭 
あさひ
町 ・ 鈴 見 町 ・ 鈴 見 台 2
まち すず み まち すず み だい
 丁 
ちょう
目 から 金 沢 大 学 の
め かな ざわ だい がく
 間 
あいだ










































































































 金 沢 駅 バスのりば
かな ざわ えき








































































JR Bus JR Bus
West Exit
 金 沢 駅 西
かな ざわ えき にし
 口 　West Exit
ぐち







 大 阪 ・ 横 浜 ・ 鎌 倉 ・
おお さか よこ はま かま くら
 藤 沢 
ふじ さわ
・ 八 王 子 ・ 渋 谷 ・ 仙 台 ・ 高 山 ・
はち おう じ しぶ や せん だい たか やま
 新 潟 ・
にい がた




町 ・ 鶴 間 キャンパス（4.2㎞）
まち つる ま
（バス停「小立野」まで）
【 橋 場 町
はし ば ちょう
・ 兼 六 園 下 経 由 】
けん ろく えん した けい ゆ
　 金 沢 学 院 大 学 ・
かな ざわ がく いん だい がく






 東 部 車 庫 
とう ぶ しゃ こ




（ 薬 学 部 ・ 太 陽 が 丘 ）・
やく がく ぶ たい よう おか
湯涌温泉
 角 間 キャンパス（7.7㎞）
かく ま
【 兼 六 園 下 経 由 】
けん ろく えん した けい ゆ
　 旭  町 　 卯 辰 山 （ 千 寿 閣 ）
あさひ まち う たつ やま せん じゅ かく
　 金 沢 大 学 
かな ざわ だい がく
　 若 松 ・ 朝 霧 台 
わか まつ あさ ぎり だい
　 北 陸 大 学 （ 太 陽 が 丘 ・ 薬 学 部 ）
ほく りく だい がく たい よう おか やく がく ぶ
　 医 王 山 （ 太 陽 が 丘 ・ 湯 谷 原 ）
い おう ざん たい よう おか ゆ やが はら
　 田 上 住  宅 （ 小 立 野 2 丁  目 経 由 ）
た がみ じゅう たく こ だつ の ちょう め けい ゆ
■01 ■02 ■03 シティーライナー（ 野 町 駅 ）
の まち えき
 金 沢 学 院 大 学 ・ 金 沢 東  高 校 ・
かな ざわ がく いん だい がく かな ざわ ひがし こう こう
　 東 部 車 庫 
とう ぶ しゃ こ
　【 香 林 坊 経 由】
こう りん ぼう けい ゆ
　■01 ■02 ■03 ■04 ■05 シティーライナー
　（ 野 町 方 面 ）





バス】 小 松 空 港 
こ まつ くう こう







【Highway Bus】Nagoya, Osaka, Yokohama, 
Kamakura, Fujisawa, Hachioji, Sibuya,




　Kanazawagakuin Univ., Kanazawahigashi 
high School, Toubusyako
　Hokuriku Univ.(Faculty of Pharmaceutial 










　Tagamijyutaku(Via Kodatsuno 2 Cyoume)




　■01 ■02 ■03 ■04 ■05 City Liner (Nomachi）
【Express Bus】Komatu Airport
■01 ■02 ■03 ■04 ■05 ■06 ■07 City Liner
　　　　　　(Prefectural Government)
                         
　燭　タクシー








の 空 車 のタクシー（ 空 車 は，
くう しゃ くう しゃ
 乗 
じょう
車 席 の 前 
しゃ せき まえ




示 がでています）は， 手 を 挙 げて 合 図 をすると





車 することができます。また，タクシー 会 社 へ 電 話 す
しゃ がい しゃ でん わ
れば 指 定 した 場 所 まで 迎 えに 来 てくれます。また， 後 部 座 席 のド
し てい ば しょ むか き こう ぶ ざ せき
アーは 自 動 で 開 閉 します。チップは 不 要 です。
じ どう かい へい ふ よう
＜ 最 寄 りのタクシー 会 社 ＞
も よ がい しゃ
かもめタクシ （ーTel：076-231-1128）
 兼 六 タクシ （ーTel：076-252-3669）
けん ろく
2 ． 学 割 ・ 定 期 券 ・ 回 数 券 
がく わり てい き けん かい すう けん
　拭　 学 　 割 
がく わり
（ 非 正 規 生 にはこの 制 度 は 適 用 されません。）
ひ せい き せい せい ど てき よう
　 学 域 学 生 および 大 学 院 生 が，
がく いき がく せい だい がく いん せい
 修 
しゅう
学 の 目 的 でJRにより100㎞ を 超 え
がく もく てき こ
て 旅 行 する 場 合 ， 運 賃 の 学 生 割 引 制 度 （ふつう「 学 割 」といい， 普 
りょ こう ば あい うん ちん がく せい わり びき せい ど がく わり ふ
 通 運 賃 
つう うん ちん
20％ 割 引 ）を 利 用 することができます。
わり びき り よう
 証 
しょう
明 書 自 動 発 行 機 で
めい しょ じ どう はっ こう き
 発 行 してください。なお，この 制 度 を 利 用 するときは
はっ こう せい ど り よう
 必 
かなら








　植　 定 期 券 
てい き けん
　JRや 路 線 バス（ 北 陸 鉄 道 ）では 通 学 定 期 券 を 使 用 できます。
ろ せん ほく りく てつ どう つう がく てい き けん し よう
 定 期 券 は 指 定 された
てい き けん し てい
 乗 
じょう
降 駅 およびその 区 間 内 でのみ 使 用 でき
こう えき く かん ない し よう
ます。
　JRには1か 月 ，3か 月 ，6か 月 の3 種 類 があります。 所 属 









明 書 を 持 って， 各 駅 で 購 






































 2 ．Student Discount Commuter Tickets and Coupon Tickets


























































　バスには1か 月 ，3か 月 ，ターム（ 学 期 ごと）のほかに， 市 内 均 
げつ げつ がっ き し ない きん
 一 や， 市 外 まで 乗 り 入 れできるものなどがあります。 定 期 券 購 













し， 乗  車 券 発 行 所 または 生 







してください。 詳 しくは， 北 陸 鉄 道 各 バスセンター（ 駅 前 　Tel：
くわ ほく りく てつ どう かく えき まえ




お 問 い 合 わせください。
と あ
　殖　 回 数 券 （バス）
かい すう けん
　 回 数 券 を 使 えば， 基 本 的 には10 回 分 の
かい すう けん つか き ほん てき かい ぶん
 料 
りょう










， 種 類 によってはバスの
しゅ るい




できます。いろいろな 種 類 がありますので，お 問 い 合 
しゅ るい と あ
わせください。
　
　燭　 I C a （ 北 陸 鉄 道 バス 用 プリペイドカード）
あ い か ほく りく てつ どう よう









 3 ． 交 通 ルール
こう つう
　拭　 交 通 規 則 
こう つう き そく




 自 転 車 
じ てん しゃ




側 を， 歩 行 者 は 右 側 を 通 
がわ ほ こう しゃ みぎ がわ つう
 行 することとなっています。また， 無 免 許 運 転 ， 飲 酒 運 転 ，ス
こう む めん きょ うん てん いん しゅ うん てん
ピード 違 反 は 特 に 厳 しく 取 り 締 まりをしています。
い はん とく きび と し
　 道 路 にはいろいろな 交 通 
どう ろ こう つう
標 
ひょう































































































　植　 自 転 車 
じ てん しゃ


















び 歩 行 者 専 用 」の
ほ こう しゃ せん よう
 標 
ひょう
識 のある 歩 道 に 限 られます。
しき ほ どう かぎ
　 自 転 車 を 利 用 する 際 には 盗 難 を 避 けるため， 自 転 車 に









ず 鍵 をかけてください。 自 転 車 を 買 った
かぎ じ てん しゃ か
ときや 人 から 譲 り 受 けたときには， 防 犯 登 録 制 度 の 手 





にしてください。また， 放 置 自 転 車 は， 盗 難 車 の 可 能 性 が 高 い
ほう ち じ てん しゃ とう なん しゃ か のう せい たか
ので 絶 対 に 持 ち 帰 らないでください。 帰 国 するときは，





 転 車 は， 処 分 していって 下 さい。（
てん しゃ しょ ぶん くだ








ミで 捨 てる， 友 達 にゆずるなど）
す とも だち
　殖　 原 動 機 付 き 自 転 車 ・ 自 家 用 車 
げん どう き つ じ てん しゃ じ か よう しゃ
　 日 本 で 運 転 免 許 を 取 得 する 場 合 は， 原 則 的 には 自 動 車 学 校 へ 入 るこ
に ほん うん てん めん きょ しゅ とく ば あい げん そく てき じ どう しゃ がっ こう はい
ととなり，かなりの 費 用 （ 約 30 万 円 ）を 必 要 とします。ただし， 原 動 機 付 き
ひ よう やく まん えん ひつ よう げん どう き つ
 自 転 車 のみの 運 転 免 許 は，
じ てん しゃ うん てん めん きょ
 直 
ちょく
接 運 転 免 許 センターで 学 科 試 験 （ 交 通 法 
せつ うん てん めん きょ がっ か し けん こう つう ほう
 規 等 ）を 受 け， 合 格 すれば 取 得 できます。
き とう う ごう かく しゅ とく
　 自 国 の 運 転 免 許 を 持 っている 人 が 日 本 で 運 転 する 場 合 は， 日 本 の 運 
じ こく うん てん めん きょ も ひと に ほん うん てん ば あい に ほん うん
 転 免 許 へ 書 き 換 えなければなりません。 日 本 の 運 転 免 許 への 書 き 換 えは
てん めん きょ か か に ほん うん てん めん きょ か か
 予 約 制 なので， 必 要 書 類 （ 外 国 人 登 録 
よ やく せい ひつ よう しょ るい がい こく じん とう ろく
証 
しょう
，パスポ トー， 所 定 機 関 による
しょ てい き かん
 外 国 運 転 免 許 
がい こく うん てん めん きょ
証 
しょう
の 翻 訳 文 等 ）が
ほん やく ぶん とう
 整 
ととの
った 時 点 で 申 請 の 予 約 申 し 込 みを















　 国 際 運 転 免 許 
こく さい うん てん めん きょ
証 
しょう
を 持 っている 人 は， 取 得 後 1 年 間 以 内 であれば 日 本 


































































































































 国 内 で 運 転 できますが，1 年 を 経 過 した 場 合 は 無 効 となりますので





してください。 詳 しいことは， 石 川 県 運 転 免 許 センタ （ーTel：076-238-
くわ いし かわ けん うん てん めん きょ
5901）におたずねください。
＜ 国 際 運 転 免 許 
こく さい うん てん めん きょ
証 ＞
しょう
　「 道 路 交 通 に 関 するジュネーブ
どう ろ こう つう かん
 条 
じょう
約 」に 加 盟 している 国 が 発 行 
やく か めい くに はっ こう
し 国 際 自 動 車 運 転 免 許 証 を 持 っている 人 で 次 の
こく さい じ どう しゃ うん てん めん きょ しょう も ひと つぎ
 条 
じょう
件 を 同 時 に
けん どう じ
 満 たしている 人 は， 日 本 で 運 転 をすることができます。
み ひと に ほん うん てん
・ 国 際 運 転 免 許 







されてから1 年 以 内 であること。
ねん い ない




陸 してから1 年 以 内 であること。









民 基 本 台 
みん き ほん だい
帳 
ちょう
に 登 録 されている 者 や， 外 国 人 登 録 を 受 
とう ろく もの がい こく じん とう ろく う




国 後 ，3 ヶ 月 以 内 に 帰 国 した 場 合 は，そ
こく ご か げつ い ない き こく ば あい




陸 （ 国 際 運 転 免 許 
りく こく さい うん てん めん きょ
証 
しょう
による 運 転 可 能 期 間 の
うん てん か のう き かん
 起 算 日 ）」とはなりません。
き さん び




ず 販 売 店 に 引 き 取 ってもらうなど 所 有 する
はん ばい てん ひ と しょ ゆう
 原 動 機 付 き 自 転 車 や 自 動 車 を 処 分 していってください。
げん どう き つ じ てん しゃ じ どう しゃ しょ ぶん
　 処 分 せずに
しょ ぶん
 帰 国 
き こく
した 場 合 ， 処 罰 の 対 
ば あい しょ ばつ たい
象 となることがあります。
しょう
　燭　 自 動 車 保 険 
じ どう しゃ ほ けん
　 自 動 車 ， 原 動 機 付 き 自 転 車 を 運 転 するときは，





制 保 険 の
せい ほ けん
 自 賠 責 
じ ばい せき
と 任 意 の 自 動 車 保 険 の
にん い じ どう しゃ ほ けん
 両 
りょう












 信 号 機 にぶつかると 数 千 万 円 ， 人 を 死 亡 させた 場 合 ， 数 億 円 の







 自 動 車 保 険 に





 交 通 事 故 を 起 こした 場 合 ， 逮 捕 され， 保 







動 車 保 
どう しゃ ほ






















































































































　辛． 銀 行 ・ 郵 便 ・ 宅 配 便 
ぎん こう ゆう びん たく はい びん
 1 ． 銀 　 行 
ぎん こう
　 銀 行 にあなた 名 義 の 口 座 を 開 設 すると， 振 り 込 み， 支 払 い，
ぎん こう めい ぎ こう ざ かい せつ ふ こ し はら
キャッシュカードの 利 用 等 ができて， 日 
り よう とう にち
常 
じょう
生 活 に 大 変 便 利 です。
せい かつ たい へん べん り
 口 座 を 開 設 するときは， 外 国 人 登 録 
こう ざ かい せつ がい こく じん とう ろく
証 
しょう
明 書 あるいは， 登 録 原 









明 書 等 ， 身 分 を
めい しょ とう み ぶん
 証 
しょう
明 するものと 印 鑑 が 必 要 です。ただし，







が 記 載 されて
き さい
いないものは 身 分 を 証  明 するもの
み ぶん しょう めい
として 認 められません。キャッシュ
みと
カードは 口 座 を 開 設 するときに 申 
こう ざ かい せつ もう
し 出 れば 発 行 されます。
で はっ こう










時 間 は 次 のとおりです。
じ かん つぎ




務 … 平 日 　9：00～15：00（ 土 ・ 日 ・









 現 金 自 動 支 
げん きん じ どう し
払 
はらい
機 …9：00～20：00（ 北 國 銀 行 杜 の 里 







　　　　　　　※ 銀 行 によって 利 用 できる 時 間 帯 が 異 なります。
ぎん こう り よう じ かん たい こと




金 （ 電 気 ，ガス， 水 道 ，NHK 受 信 
きん でん き すい どう じゅ しん
料 
りょう
等 ）の 支 払 いは， 自 
とう し はら じ
 動 支 払 いサービスが 便 利 です。 最 初 の 手 











書 等 と 印 
しょ とう いん
 鑑 を 銀 行 の 窓 口 へ 持 参 してください。ただし， 国 際 交 









は， 電 話 の 引 き 落 としのみ 可 能 です。 部 屋 代 ， 水 道 ，
でん わ ひ お か のう へ や だい すい どう
 共 
きょう
益 費 は 金 沢 
えい ひ かな ざわ
 大 学 内 郵 便 局 （ 角 間 キャンパス）で 振 込 みをしてください。
だい がく ない ゆう びん きょく かく ま ふり こ
　 銀 行 口 座 の 開 設 は， 北 國 銀 行 もりの 里 





 石 川 県 金 沢 市 もりの 里 1-85　Tel：076-234-1400）が 便 利 です。
いし かわ けん かな ざわ し さと べん り
　 外 国 通 貨 の
がい こく つう か
 両 
りょう
替 をする 場 合 は， 角 間 キャンパス
がえ ば あい かく ま
 周 
しゅう
辺 では 北 國 銀 





















































































































 國 銀 行 小 立 野 支 店 （Tel：076-221-8137）， 北 陸 銀 行 小 立 野 支 
こく ぎん こう こ だつ の し てん ほく りく ぎん こう こ だつ の し
 店 （Tel：076-221-4121） 等 が 便 利 です。
てん とう べん り
2 ． 郵 便 ・ 宅 配 便 
ゆう びん たく はい びん












務 のほか， 口 座 を 開 設 して 各 種 公 







 等 の 引 き 落 とし， 振 り 込 み，キャッシュカ ドーの 利 用 等 ができます。
とう ひ お ふ こ り よう とう




のキャッシュカードは 日 本 全 国 で使えるので， 国 内 





 時 ， 便 利 です。
とき べん り
ただし， 半 年 間 ， 親 元 からの 送 金 など 国 内 外 の
はん とし かん おや もと そう きん こく ない がい
 個 人 送 金 は 受 け 取 れません。
こ じん そう きん う と








時 間 は 以 下 のとおりです。









… 平 日 9：00～17：00　（ 土 ・ 日 ・







  金 沢 支 店
かな ざわ し てん
 … 〒920-8799　 金 沢 市 三 社 町 1-1
かな ざわ し さん じゃ まち
 Tel：076-224-3822
  郵 便 は24 時 間 受 付 
ゆう びん じ かん うけ つけ






  平 日 　7：00～23：00　 土 　9：00～21：00
へい じつ ど








… 〒921-8799　 金 沢 市 新 保 本 4-65-2
かな ざわ し しん ぼ ほん
 Tel：0120-829-852，076-214-3183
  郵 便 は24 時 間 受 付 
ゆう びん じ かん うけ つけ






  平 日 　9：00～21：00
へい じつ












































































































を 出 したり， 郵 便 を 書 留 で 送 るときには， 市 内 各 所 にある 郵 便 
だ ゆう びん かき とめ おく し ない かく しょ ゆう びん
局 
きょく
へ 行 ってください。 手 紙 やハガキは， 街 角 にある 赤 いポスト（ 郵 便 のマー
い て がみ まち かど あか ゆう びん
ク「〒」がついています）に 投 函 すれば， 郵 便 
とう かん ゆう びん
局 
きょく
に 行 く 必 要 はありませ
い ひつ よう
ん。 切 手 は， 郵 便 





 酒 屋 等 で「〒」 印 の 看 板 のあるところで 売 っています。
さか や とう じるし かん ばん う
　ただし， 国 際 郵 便 物 の 取 
こく さい ゆう びん ぶつ とり
扱 
あつかい
は， 発 送 先 によってかなり 違 うので， 郵 便 
はっ そう さき ちが ゆう びん
 局 
きょく










 内 ）にも 金 沢 大 学 内 郵 便 
ない かな ざわ だい がく ない ゆう びん
局 があります。
きょく




株 式 会 社 では， 英 語 による 各 種 郵 便 サービスに 関 する
かぶ しき かい しゃ えい ご かく しゅ ゆう びん かん
 照 
しょう
 会 に 対 し， 英 語 で 回 答 する「 英 語 による 郵 便 案 内 サービス」（Tel：
かい たい えい ご かい とう えい ご ゆう びん あん ない
076-262-2325）を 実 施 しています。
じっ し
　20㎏　  以 内 の 小 荷 物 を 国 内 に 送 る 場 合 は 宅 配 便 が 便 利 です。 電 
い ない こ に もつ こく ない おく ば あい たく はい びん べん り でん
話 をす
わ
れば 取 りに 来 てくれます。 主 な 宅 配 便 会 社 は 次 のとおりです。
と き おも たく はい びん がい しゃ つぎ
トナミ 運 輸 
うん ゆ
（Tel：076-249-1073）， 日 本 通 運 （Tel：0120-220202），
に ほん つう うん
ヤマト 運 輸 （Tel：076-249-7400）， 国 際 配 達 便 DHL（Tel：0120-






























































進． 学 内 施 設 　Campus Facilities
がく ない し せつ










学 生 センターでは， 外 国 人 
がく せい がい こく じん
留 
りゅう
学 生 に 対 し， 日 本 語 および 日 
がく せい たい に ほん ご に
 本 文 化 ・ 日 本 事 











学 生 の 所 属 する 部 























の 指 導 助 言 ， 予 備 





















細 については，「Ⅲ． 日 本 語 
さい に ほん ご
教 
きょう









　 学 務 課 
がく む か




学 生 の 受 け 入 れ，







学 金 および 福 
がく きん ふく
 利 厚 生 ， 外 国 人 
り こう せい がい こく じん
留 
りゅう
学 生 に 対 する 指 導 ・ 助 言 に 関 する







ます。また， 日 本 人 学 生 の 海 外 
に ほん じん がく せい かい がい
留 
りゅう
学 ， 国 際 交 



















学 生 センターの 事 務 に 関 する







います。その 他 ， 地 域 や 日 本 人 学 生 との 交 







に 関 すること， 国 
かん こく




会 館 の 維 持 および 管 理 に 関 することも 取 り








4 ． 総 合 メディア 基 盤 センター
そう ごう き ばん
　 総 合 メディア 基 盤 センターは， 学 内 









































学 生 は， 所 属 











員 の 許 可 を 得 て，
いん きょ か え
 総 合 メディア 基 盤 センター
そう ごう き ばん






















































































































 5 ． 図 書 館 
と しょ かん
　 附 属 図 書 館 は， 角 間 キャンパスの
ふ ぞく と しょ かん かく ま
 中 
ちゅう
央 図 書 館 ， 自 然 科 学 系 図 
おう と しょ かん し ぜん か がく けい と




町 キャンパスの 医 学 系 分 館 などから 構 成 されています。
まち い がく けい ぶん かん こう せい
 中 
ちゅう
 央 図 書 館 には 一 般 閲 覧 席 が800 席 あるほか， 演 
おう と しょ かん いっ ぱん えつ らん せき せき えん
習 
しゅう
室 ， 特 別 閲 
しつ とく べつ えつ
 覧 室 ， 衛 星 放 送 が 見 れるTV，
らん しつ えい せい ほう そう み
 中 
ちゅう
国 語 ， 韓 国 語 ，
ごく ご かん こく ご
 英 語
えい ご
， 日 本 語 が
に ほん ご












　データベース・サービス， 図 書 館 間 

















の 利 用 もできます。 利 用 手 





 詳 しいことは 図 書 館 内 のサービスカウンターでおたずねください。





の 開 館 および 休  館 は 次 のとおりです。


















つう じょう き かん
 平 日 　8：45-17：00
へい じつ
 土 曜 ・ 日 曜 ・









 平 日 　8：45-20：00
へい じつ
 土 曜 ・ 日 曜 　9：00-17：00
ど よう にち よう
 祝 
しゅく







ちゅう おう と しょ かん
 平 日 　8：30-21：00
へい じつ
（ 冬 季 のみ　9：00-17：00）
とう き
 土 曜 ・ 日 曜 ・









 平 日 　8：30-21：00
へい じつ
 土 曜 　10：00-16：00
ど よう











い がく けい ぶん かん
 平 日 　9：00-17：00
へい じつ
 土 曜 ・ 日 曜 ・









 平 日 　9：00-22：00
へい じつ
 土 曜 （ 制 限 付 き 開 館 ）
ど よう せい げん つき かい かん











ほ けん がく るい
図書室※
と しょ しつ
 平 日 　8：45-17：00
へい じつ
 土 曜 ・ 日 曜 ・
ど よう にち よう
 祝 
しゅく
日 　 休  館 
じつ きゅう かん
 平 日 　8：45-20：00
へい じつ
 土 曜 　10：00-17：00
ど よう


































































































































































6 ． 体 育 施 設 （ 角 間 キャンパス）
たい いく し せつ かく ま
　 次 のような 施 設 があります。 利 用 する 場 合 は 学 生 部 
つぎ し せつ り よう ば あい がく せい ぶ
学 務 課 
がく む か
（Tel：076-264-5168）へ 問 い 合 わせてください。
と あ
 体 育 館 （バスケットボール，バレーボール，バドミントン，トレー
たい いく かん


































， 多 目 的 コート
た もく てき








は 金 沢 大 学 の









資 金 によって 運 営 されてい
し きん うん えい
る 協 
きょう
同 体 で， 書 籍 ， 購 買 ，プレイガイド，トラベルセンター， 理 
どう たい しょ せき こう ばい り










　 角 間 キャンパス 大 学 会 館 内 生 
かく ま だい がく かい かん ない せい
協 （Tel：076-262-0191）では
きょう


























※※ 自 然 科 学 研 
し ぜん か がく けん
究 
きゅう
棟 の 入  館 管 理 カードをお 持 ちの 方 は24 時 間 
とう にゅう かん かん り も かた じ かん
入 
にゅう
館 可 能 です。
かん か のう
 年 末 年 始 （12 月 28 日 ～1 月 3 日 ）は




























 平 日 9：00～18：30　 土 9：00～14：00
へい じつ ど
 購  買 ・ 書  籍 トラベルセンター
こう ばい しょ せき
FAX 送 付 サービス
そう ふ
（ 国 内 ・ 国 外 ）






































































































このほか， 角 間 キャンパスには， 北 福 利 ，中
かく ま きた ふく り なか




福 利 施 設 













※ 学 期 休 み 期 間 などは，
























　 角 間 キャン パスには「
かく ま
 金 沢 大 学 内 郵 便 





町 キャンパス 内 には「 金 沢 大 学 
まち ない かな ざわ だい がく
病 
びょう
院 内 郵 便 
いん ない ゆう びん
局 （Tel：
きょく




では， 切 手 を 販 売 してい
きっ て はん ばい
ます。 切 手 と
きっ て














務 のほか， 預 金 ， 海 外 送 金 等 も 郵 便 







す。 角 間 キャンパスのATMでは 主 要 なクレジットカードによる






 時 間 ＞
じ かん
　 郵 便 … 平 日 9：00～17：00
ゆう びん へい じつ
141
 平 日 9：00～18：30　 土 曜 定 
へい じつ ど よう てい
休 
きゅう
 理 容 室 
り よう しつ








 写 真 コーナー
しゃ しん







 平 日 11：00～13：30　 土 曜 定 
へい じつ ど よう てい
休 
きゅう








































































　 預 貯 金 （ 取 
よ ちょ きん とり
扱 
あつかい
 窓 口 ）… 平 日 9：00～16：00
まど ぐち へい じつ
　 海 外 送 金 （ 取 
かい がい そう きん とり
扱 
あつかい
 窓 口 ）… 平 日 9：00～16：00
まど ぐち へい じつ
＊ 海 外 に 送 金 するときは 免 許 
かい がい そう きん めん きょ
証 
しょう










が 必 要 です。
ひつ よう
　キャッシュコーナー… 平 日 9：00～17：30， 土 9：00～12：30
へい じつ ど
9 ．キャッシュコーナー
　 大 学 会 館 の2 階 ，
だい がく かい かん かい
 食 
しょく
堂 の 向 かい 側 や 自 然 科 学 本 館 にはキャッ
どう む がわ し ぜん か がく ほん かん
シュコーナーがあります。 北 國 銀 行 ， 北 陸 銀 行 ， 金 沢 信 用 金 庫 を









 時 間 ＞　 平 日 9：30～18：00








































・ 鶴 間 キャンパスマップ
つる ま

































































































































針． 金 沢 大 学 および 近 辺 の 主 な 国 際 交 





1． 課 外 活 動 について
か がい かつ どう
　 金 沢 大 学 には， 文 化 系 と 体 育 系 サークルが130余
かな ざわ だい がく ぶん か けい たい いく けい
 あります。いずれ
あまり
のサークルも 歴 史 と 伝 統 があり， 全 国 大 会 等 で 優 
れき し でん とう ぜん こく たい かい とう ゆう
秀 
しゅう
な 成 績 をあげてい
せい せき
ます。 各 サークルは 下 記 のホームページで 検 索 できます。 各 サークル
かく か き けん さく かく
の 紹 
しょう
介 は， 各 サークルの 責 任 で 掲 載 されています。














生 歓 迎 祭 
せい かん げい さい
2　 金 大 祭 
きん だい さい
3　 北 陸 三 県 大 学 学 生 交 歓 芸 





4　 北 陸 地 区 国 立 大 学 体 育 大 会 
ほく りく ち く こく りつ だい がく たい いく たい かい
　 金 沢 市 にはさまざまな 国 際 交 
かな ざわ し こく さい こう
流 
りゅう
団 体 があります。 日 本 文 化 の





はじめ， 外 国 人 居 
がい こく じん きょ
住 
じゅう
者 への 支 援 ， 日 本 語 
しゃ し えん に ほん ご
教 
きょう
室 の 開 催 ， 各 国 との 交 













2． 石 川 県 国 際 交 





〒920-0853　 金 沢 市 本 町 1-5-3　リファーレビル3 階 
かな ざわ し ほん まち かい
Tel：076-262-5931　Fax：076-263-5931
　 財 団 法 人 石 川 県 国 際 交 
ざい だん ほう じん いし かわ けん こく さい こう
流 協 
りゅう きょう
会 は， 石 川 県 における 国 際 交 





 心 的 組 織 として， 国 際 
しん てき そ しき こく さい
交 流 
こう りゅう




活 動 とその 支 援 および 啓 発 
かつ どう し えん けい はつ
149
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 活 動 ， 国 際 
かつ どう こく さい
情 
じょう
報 サービスなど， 県 民 と 外 国 人 とのかけはしをめざし
ほう けん みん がい こく じん
て，さまざまな 活 動 に 取 り 組 んでいます。また， 外 国 人 に 対 する 日 本 
かつ どう と く がい こく じん たい に ほん
 語 講 座 も 開 催 しています（ 有 
ご こう ざ かい さい ゆう
料 ）。
りょう




報 ライブラリーは 自 由 に 利 用 できます。 年 末 年 始 の
ほう じ ゆう り よう ねん まつ ねん し
 休 
きゅう
 館 日 以 外 は，いつでも 開 館 しています。
かん び い がい かい かん
　　 開 館 時 間 ： 月 ～ 金 　9:00～18:00
かい かん じ かん げつ きん
　　　　　　　土
ど






3． 石 川 国 際 交 
いし かわ こく さい こう
流 ラウンジ
りゅう
〒920-0962　 金 沢 市 広 坂 1-8-10
かな ざわ し ひろ さか
Tel：076-221-9901　Fax：076-260-7057
　 石 川 国 際 交 
いし かわ こく さい こう
流 
りゅう
ラウンジは， 兼 六 園 の 近 くにある 和 風 の 建 物 で， 石 
けん ろく えん ちか わ ふう たて もの いし




 滞 在 する 外 国 人 が 気 軽 に 日 本 文 化 を 体 験 できるよう
たい ざい がい こく じん き がる に ほん ぶん か たい けん
に， 書 道 ・ 華 道 ・ 茶 道 ・ 琴 ・
しょ どう か どう さ どう こと
 尺 
しゃく
八 ・ 三 味 線 ・ 着 物 着 付 けなど 多 くの 講 座 
はち しゃ み せん き もの き つ おお こう ざ
が 開 かれ，それぞれ 優 れた 専 門 の 講 師 が 親 切 に 指 導 しています。ま
ひら すぐ せん もん こう し しん せつ し どう




室 も 開 かれています。どの 講 座 も 受 講 











費 のみ 負 担 ）。
ひ ふ たん




や， 友 達 がほしいという 外 国 人 同 
とも だち がい こく じん どう












生 活 での 悩 みや 困 り
せい かつ なや こま
 事 には，スタッフが 親 切 に 相 談 に 当 たっています。
















































































































4． 金 沢 国 際 交 





〒920-0853　 金 沢 市 本 町 1-5-3　リファーレビル2 階 
かな ざわ し ほん まち かい
Tel：076-220-2522　Fax：076-220-2527
　 財 団 法 人 金 沢 国 際 交 
ざい だん ほう じん かな ざわ こく さい こう
流 
りゅう
財 団 は， 金 沢 市 民 の
ざい だん かな ざわ し みん
 協 力 
きょう りょく
を 得 ながら， 金 
え かな
 沢 の 特 性 を 活 かした 国 際 交 
ざわ とく せい い こく さい こう
流 
りゅう
を 推 進 しています。 事 務 
すい しん じ む
局 
きょく










や 各 種 相 談 等 の 事 









国 語 の 生 活 便 利 
ごく ご せい かつ べん り
帳 
ちょう




国 語 の 市 内 
ごく ご し ない




版 物 や 財 団 ニュースを 作 成 し，
ぱん ぶつ ざい だん さく せい
 留 
りゅう
 学 生 にも 配 布 しているほか，さまざまなイベントやホームビジット
がく せい はい ふ












学 生 支 援 事 
がく せい し えん じ
業 
ぎょう
として， 国 民 健 康 保 険 
こく みん けん こう ほ けん
料 
りょう










 見 舞 金 の 支 
み まい きん し
給 
きゅう
を 実 施 しています。　	

じっ し
5 ． 金 沢 大 学 の 国 際 交 





　 金 沢 大 学 には，「Votak」，「
かな ざわ だい がく
 留 
りゅう
とも」という 名 前 の 国 際 交 











学 生 も 主 体 
がく せい しゅ たい
になって 活 動 しながら 日 本 人 学 生 と 交 
かつ どう に ほん じん がく せい こう
流 
りゅう
を 図 ることを 目 的 とした
はか もく てき
 学 生 の 団 体 です。
がく せい だん たい
　 連 絡 先
れん らく さき
 等 は， 学 務 課 にお
とう がく む か
 問 
と






























































































6 ．その 他 の 国 際 交 





7． 日 本 語 教  室 の 開 催 
に ほん ご きょう しつ かい さい

















とう ざい ぶん か こう りゅう きょう かい
Tel：076-260-6070北陸スウェーデン（スカンジナビア）協会
ほく りく きょう かい
Tel：076-266-0246北陸日独協会
ほく りく にち どく きょう かい
Tel：076-264-3078石川日独協会
いし かわ にち どく きょう かい
Tel：076-221-5354北陸日米文化協会
ほく りく にち べい ぶん か きょう かい
Tel：076-253-3393北陸フィリピン協会
ほく りく きょう かい
Tel：076-233-2366北陸ベトナム友好協会
ほく りく ゆう こう きょう かい
Tel：076-262-5931蹟石川県国際交流協会
ざい いし かわ けん こく さい こう りゅう きょう かい
Tel：076-221-9901石川国際交流ラウンジ
いし かわ こく さい こう りゅう
Tel：076-232-1266日本ベトナム友好協会石川支部
に ほん ゆう こう きょう かい いし かわ し ぶ
Tel：076-245-5001東西文化交流協会
とう ざい ぶん か こう りゅう きょう かい
Tel：076-240-2690アユボーワン　スリランカ
Tel：076-243-9986石川イスラエル親善協会
いし かわ しん ぜん きょう かい
Tel：076-262-6510石川インドネシア友好協会
いし かわ ゆう こう きょう かい
Tel：076-224-6150石川カナダ協会
いし かわ きょう かい
156
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いし かわ けん きょう かい
Tel：076-260-3581石川県スウェーデン協会
いし かわ けん きょう かい
Tel：076-223-9584石川県タイ友好協会
いし かわ けん ゆう こう きょう かい
Tel：076-260-3581石川県日伊協会
いし かわ けん にち い きょう かい
Tel：076-260-3581石川県日英協会
いし かわ けん にち えい きょう かい
Tel：076-257-4355石川県日華親善協会
いし かわ けん にっ か しん ぜん きょう かい
Tel：076-280-8515石川県日豪ニュージーランド友好協会
いし かわ けん にち ごう ゆう こう きょう かい
Tel：076-231-2084石川県日中協会
いし かわ けん にっ ちゅう きょう かい
Tel：076-222-0868石川県日中友好協会
いし かわ けん にっ ちゅう ゆう こう きょう かい
Tel：076-260-3581石川県日伯協会
いし かわ けん にち はく きょう かい
Tel：076-260-3581石川県日比友好協会
いし かわ けん にっ ぴ ゆう こう きょう かい
Tel：0761-24-3420石川県日ラオス友好協会
いし かわ けん にち ゆう こう きょう かい
Tel：076-261-2882石川県パラグアイ友好協会
いし かわ けん ゆう こう きょう かい
Tel：076-245-5001石川県マレーシア友好協会
いし かわ けん ゆう こう きょう かい
Tel：076-263-9494石川県ロシア協会
いし かわ けん きょう かい
Tel：076-263-7117石川シンガポール友好協会
いし かわ ゆう こう きょう かい
Tel：076-244-7282石川日印協会
いし かわ にち いん きょう かい
Tel：076-252-3377石川日韓友の会　カナダラくらぶ
いし かわ にっ かん とも かい
Tel：076-233-4778石川ネパール協会
いし かわ きょう かい
Tel：076-233-2151石川ハンガリー友好協会
いし かわ ゆう こう きょう かい
Tel：076-288-1421石川バングラデシュ友好協会
いし かわ ゆう こう きょう かい
Tel：0761-22-7545石川ベトナム協会
いし かわ きょう かい
Tel：076-275-3535石川・ミャンマー友好協会
いし かわ ゆう こう きょう かい
Tel：076-263-3000石川・モンゴル交流会





















































































































いし かわ ゆう こう じょ せい かい
Tel：0761-21-3121石川ルクセンブルク協会
いし かわ きょう かい
Tel：076-222-0868金沢市日中友好協会
かな ざわ し にっ ちゅう ゆう こう きょう かい
Tel：076-264-8474金沢日仏協会
かな ざわ にち ふつ きょう かい
Tel：076-243-4402金沢日本チェコ・スロバキア協会
かな ざわ に ほん きょう かい
Tel：076-248-8289日豪協会
にち ごう きょう かい
Tel：076-244-5628日本・トルコ友好協会
に ほん ゆう こう きょう かい
Tel：076-244-6441日本・ニュージーランド文化交流会
に ほん ぶん か こう りゅう かい
Tel：076-232-1266日本ベトナム友好協会　石川支部















































震． 金 沢 市 の 案 内 
かな ざわ し あん ない
 1 ． 金 沢 市 の 気 候 
かな ざわ し き こう








冬 の 四 季 がはっきりしています。 年 間 を 通 じて 湿 
とう し き ねん かん つう しつ
 度 が 高 く， 特 に 冬 は 降 雪 が 多 く， 北 陸 地 方 特 有 のどんよりと 曇 った 空 
ど たか とく ふゆ こう せつ おお ほく りく ち ほう とく ゆう くも そら
と 寒 い 日 が 続 きます。
さむ ひ つづ
　 各 月 の 平 均 気 温 （2008 年 ）
かく つき へい きん き おん ねん
　 金 沢 は 年 間 を 通 じて 気 温 の 変 化 が 大 きいので， 春 ・ 秋 服 ， 夏 服 ，
かな ざわ ねん かん つう き おん へん か おお はる あき ふく なつ ふく
 冬 服 （ 防 寒 着 も
ふゆ ふく ぼう かん ぎ
 着 
ちゃく
用 ）のように 季 節 や 気 候 に 合 わせて 衣 服 を







を 参 考 に 衣 服 を





 2 ． 図 書 館 ・ 美 
と しょ かん び
術 
じゅつ
館 ・ 博 物 館 ・スポーツ 施 設 ・ 公 園 
かん はく ぶつ かん し せつ こう えん
拭　 図 書 館 
と しょ かん
（ 登 録 カードに 身 分 
とう ろく み ぶん
証 
しょう
明 書 を 添 えて 申 し 込 むと，その 場 で
めい しょ そ もう こ ば
 借 りられます。）
か
・ 石 川 県 立 図 書 館 　	
	

いし かわ けん りつ と しょ かん
　　 金 沢 市 本 多 町 3-2-15 Tel :076-223-9580
かな ざわ し ほん だ まち
・ 金 沢 市 立 玉 川 図 書 館 　	

かな ざわ し りつ たま がわ と しょ かん
・ 金 沢 市 立 玉 川 こども 図 書 館 Tel :076-262-0415
かな ざわ し りつ たま がわ と しょ かん










 平 均 気 温 
へい きん き おん
45.652.164.273.279.880.269.063.555.446.736.338.8F
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・ 金 沢 市 立 
かな ざわ し りつ
泉 
いずみ
野 図 書 館 　	
	
の と しょ かん




野 町 4-22-22 Tel :076-280-2345
の まち
植　 美 術  館 ・ 博 物 館 
び じゅつ かん はく ぶつ かん
・ 石 川 県 立 美 






　　 金 沢 市 出 羽 町 2-1 Tel : 076-231-7580
かな ざわ し で わ まち
・ 石 川 県 立 歴 史 博 物 館 　	
			

いし かわ けん りつ れき し はく ぶつ かん
　　 金 沢 市 出 羽 町 3-1 Tel : 076-262-3236
かな ざわ し で わ まち
・ 本 多 蔵 品 館 
ほん だ ぞう ひん かん
　　 金 沢 市 出 羽 町 3-1 Tel : 076-261-0500
かな ざわ し で わ まち
・ 石 川 近 代 文 学 館 　	

いし かわ きん だい ぶん がく かん
　　 金 沢 市 
かな ざわ し
広 坂 2-2-5 Tel : 076-262-5464
ひろ さか
・ 金 沢 市 立 中 村 記 念 美 







　　 金 沢 市 本 多 町 3-2-29 Tel : 076-221-0751
かな ざわ し ほん だ まち









　　 金 沢 市 橋 場 
かな ざわ し はし ば
町 2-17 Tel : 076-221-2397
ちょう
・ 成 巽 閣 　	

せい そん かく
　　 金 沢 市 兼 六 町 1-2 Tel : 076-221-0580










　　 金 沢 市 
かな ざわ し









































































殖　スポーツ 施 設 
し せつ




　　 金 沢 市 田 島 町 よ27甲 Tel : 076-229-1591
かな ざわ し たの しま まち




いし かわ けん りつ ぶ どう かん
　　 金 沢 市 小 坂 町 西 8-3 Tel : 076-251-5721
かな ざわ し こ さか まち にし
・ 石 川 県 立 野 





　　 金 沢 市 北 塚 町 
かな ざわ し きた づか まち
東 220 Tel : 076-268-4264
ひがし
・ 市 営 スポーツ 施 設
し えい し せつ
 等 
など
（ 体 育 館 ，テニスコ トー，プール 等 ）




 Tel : 076-247-9018
燭　 公 　 園 
こう えん




央 公 園 
おう こう えん
　　 石 川 県 健 民 公 社 Tel : 076-232-2662
いし かわ けん けん みん こう しゃ
・ 健 民 海 浜 公 園 　	
			

けん みん かい ひん こう えん
　　 金 沢 市 普 
かな ざわ し ふ
正 
しょう
寺 町 11-1-1 Tel : 076-267-2266
じ まち
・ 奥 卯 辰 山 健 民 公 園 　	
		

おく う たつ やま けん みん こう えん
　　 金 沢 市 若 松 町 ア32 Tel : 076-264-0395































































ⅩⅥ． 主 要 電 話 番 号 一 覧 
しゅ よう でん わ ばん ごう いち らん




学 生 関 係 窓 口 
がく せい かん けい まど ぐち
167
EmailTEL 連 絡 先 
れん らく さき
 学 類 ・ 研 究 科 専 攻 名 





 角 間 北 地 区 事 務 部 学 生 課 
かく ま きた ち く じ む ぶ がく せい か
 学 務 第 一 係 
がく む だい いち かかり
 人 文 学 類 ・ 国 際 学 類 
じん ぶん がく るい こく さい がく るい
 人 間 文 化 専 攻 
にん げん ぶん か せん こう 人 間 社 会 環 境 研 究 科 
にん げん しゃ かい かん きょう けん きゅう か
（ 博 士 前 期 課 程 ）





 角 間 北 地 区 事 務 部 学 生 課 
かく ま きた ち く じ む ぶ がく せい か
 学 務 第 二 係 
がく む だい に かかり
 法 学 類 
ほう がく るい
 社 会 システム
しゃ かい
 専 攻 
せん こう 人 間 社 会 環 境 研 究 科 
にん げん しゃ かい かん きょう けん きゅう か
（ 博 士 前 期 課 程 ）





 角 間 北 地 区 事 務 部 学 生 課 
かく ま きた ち く じ む ぶ がく せい か
 学 務 第 三 係 
がく む だい さん かかり
 経 済 学 類 
けい ざい がく るい
 公 共 経 営 政 策 専 攻 
こう きょう けい えい せい さく せん こう 人 間 社 会 環 境 研 究 科 
にん げん しゃ かい かん きょう けん きゅう か
（ 博 士 前 期 課 程 ）





 角 間 北 地 区 事 務 部 学 生 課 
かく ま きた ち く じ む ぶ がく せい か
 学 務 第 四 係 
がく む だい よん かかり
 学 校 教 育 学 類 ・
がっ こう きょう いく がく るい
 地 域 創 造 学 類 
ち いき そう ぞう がく るい
 教 育 学 研 究 科 （ 修 士 課 程 ）





 角 間 北 地 区 事 務 部 学 生 課 
かく ま きた ち く じ む ぶ がく せい か
 大 学 院 第 一 係 
だい がく いん だい いち かかり 人 間 社 会 環 境 研 究 科 （ 博 士 後 期 課 程 ）





 角 間 北 地 区 事 務 部 学 生 課 
かく ま きた ち く じ む ぶ がく せい か
 大 学 院 第 二 係 
だい がく いん だい に かかり 法 務 研 究 科 （ 専 門 職 学 位 課 程 ）
ほう む けん きゅう か せん もん しょく がく い か てい
	
076-264-5634
 角 間 南 地 区 事 務 部 学 生 課 
かく ま みなみ ち く じ む ぶ がく せい か
 学 務 第 一 係 
がく む だい いち かかり
 数 物 科 学 類 ・
すう ぶつ か がく るい
 物 質 化 学 類 
ぶっ しつ か がく るい
 数 物 科 学 専 攻 
すう ぶつ か がく せん こう
 自 然 科 学 研 究 科 
し ぜん か がく けん きゅう か
（ 博 士 前 期 課 程 ）
はか せ ぜん き か てい
 物 質 化 学 
ぶっ しつ か がく
専 攻 
せん こう
 地 球 環 境 学
ち きゅう かん きょう がく
 専 攻 
せん こう
 生 物 科 学 専 攻 





 宝 町 地 区 事 務 部 総 務 課 
たから まち ち く じ む ぶ そう む か
 薬 学 学 務 係 
やく がく がく む か
 薬 学 類 ・ 創 薬 科 学 類 
やく がく るい そう やく か がく るい
 生 命 薬 学 専 攻 
せい めい やく がく せん こう
 自 然 科 学 研 究 科 
し ぜん か がく けん きゅう か
（ 博 士 前 期 課 程 ）
はか せ ぜん き か てい
 医 療 薬 学 専 攻 
い りょう やく がく せん こう
	
076-234-6831
 角 間 南 地 区 事 務 部 学 生 課 
かく ま みなみ ち く じ む ぶ がく せい か
 学 務 第 二 係 
がく む だい に かかり
 機 械 工 学 類 ・ 電 子 情 報 学 類 ・
き かい こう がく るい でん し じょう ほう がく るい
 環 境 デザイン 学 類 ・
かん きょう がく るい
 自 然
し ぜん
システム 学 類 
がく るい
 電 子 情 報 工 学 専 攻 
でん し じょう ほう こう がく せん こう
 自 然 科 学 研 究 科 
し ぜん か がく けん きゅう か
（ 博 士 前 期 課 程 ）
はか せ ぜん き か てい
 機 能 機 械 科 学 専 攻 
き のう き かい か がく せん こう
 人 間 ・ 機 械 科 学 専 攻 
にん げん き かい か がく せん こう
 物 質 工 学 専 攻 
ぶっ しつ こう がく せん こう
 社 会 基 盤 工 学 専 攻 
しゃ かい き ばん こう がく せん こう
168
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EmailTEL 連 絡 先 
れん らく さき
 学 類 ・ 研 究 科 専 攻 名 





 角 間 南 地 区 事 務 部 学 生 課 
かく ま みなみ ち く じ む ぶ がく せい か
 大 学 院 係 
だい がく いん かかり
 数 物 科 学 専 攻 
すう ぶつ か がく せん こう
 自 然 科 学 研 究 科 
し ぜん か がく けん きゅう か
（ 博 士 後 期 課 程 ）
はか せ こう き か てい
 電 子 情 報 科 学 専 攻 
でん し じょう ほう か がく せん こう
システム 創 成 科 学 専 攻 
そう せい か がく せん こう
 物 質 科 学 専 攻 
ぶっ しつ か がく せん こう
 環 境 科 学 専 攻 
かん きょう か がく せん こう
 生 命 科 学 専 攻 
せい めい か がく せん こう
	
076-265-2121
 宝 町 地 区 事 務 部 学 生 課 
たから まち ち く じ む ぶ がく せい か
 学 務 第 一 係 
がく む だい いち かかり
 医 学 類 
い がく るい
 医 科 学 専 攻 
い か がく せん こう 医 学 系 研 究 科 
い がく けい けん きゅう か
（ 修 士 課 程 ）
しゅう し か てい
 脳 医 科 学 専 攻 
のう い か がく せん こう
 医 学 系 研 究 科 
い がく けい けん きゅう か
（ 医 学 博 士 課 程 ）
い がく はか せい か てい
がん 医 科 学 専 攻 
い か がく せん こう
 循 環 医 科 学 専 攻 
じゅん かん い か がく せん こう
 環 境 医 科 学 専 攻 
かん きょう い か がく せん こう
	
076-265-2515
 宝 町 地 区 事 務 部 学 生 課 
たから まち ち く じ む ぶ がく せい か
 学 務 第 二 係 
がく む だい に かかり
 保 健 学 類 
ほ けん がく るい
 保 健 学 専 攻 
ほ けん がく せん こう 医 学 系 研 究 科 
い がく けい けん きゅう か
（ 博 士 前 期 ・ 後 期 課




		076-264-5758 共 通 教 育 学 務 係 
きょう つう きょう いく がく む かかり
 共 通 教 育 
きょう つう きょう いく
	
		076-264-5190 学 生 部 学 務 課 
がく せい ぶ がく む か
 留 学 生 第 一 係 
りゅう がく せい だい いち がかり 留 学 生 関 係 全 般 
りゅう がく せい かん けい ぜん ぱん
	
076-264-5770 八 重 澤 美 知 子 教 授 
や え ざわ み ち こ きょう じゅ




076-264-5843 長 野 ゆり 准 教 授 
なが の じゅん きょう じゅ
 総 合 日 本 語 コース




076-264-5777 峯 　 正 志 准 教 授 




076-264-5252 鈴 木 健 一 准 教 授 
すず き けん いち じゅん きょう じゅ
 保 健 管 理 センター　 専 任 カウンセラー




076-264-5442 宮 崎 悦 子 助 手 
みや ざき えつ こ じょ しゅ 人 間 社 会 環 境 研 究 科 
にん げん しゃ かい かん きょう けん きゅう か
（ 人 間 社 会 学 域 ）
にん げん しゃ かい かい いき
 留 学 生 担 当 教 員 
りゅう がく せい たん とう きょう いん
	

076-264-5926 川 越 謙 一 講 師 
かわ ごえ けん いち こう し 自 然 科 学 研 究 科 
し ぜん か がく けん きゅう か
（ 理 工 学 域 ）
り こう がく いき
	
		076-234-4936 岸 田 由 美 講 師 
きし だ ゆ み こう し
 自 然 科 学 研 究 科 
し ぜん か がく けん きゅう か
（ 理 工 学 域 ）






 礼 志 講 師 
ひろ し こう し
 保 健 管 理 センター：076-264-5254・5255
ほ けん かん り
 病 気 になったら
びょう き
 角 間 ：076-262-0191　 宝 町 ：076-264-0583
かく ま たから まち
 生 協 
せい きょう
 学 生 部 学 務 課 学 生 サービス 係 ：076-264-5168
がく せい ぶ がく む か がく せい がかり
 体 育 施 設 利 用 














































































































































































































2 ． 学 外 の 関 連 窓 口 
がく がい かん れん まど ぐち
171
 連 絡 先 ・ 電 話 番 号 
れん らく さき でん わ ばん ごう
 項 目 
こう もく
 外 国 人 在 留 総 合 インフォメーション・センター
がい こく じん ざい りゅう そう ごう
052-973-0441・0442
 名 古 屋 入 国 管 理 局 金 沢 出 張 所 
な ご や にゅう こく かん り きょく かな ざわ しゅっ ちょう じょ
076-222-2450
 在 留 手 続 
ざい りゅう て つづき
 金 沢 市 
かな ざわ し
市 民 課 ・ 外 国 人 登 録 課 ：076-220-2241







・ 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
 金 沢 市 
かな ざわ し
国 民 健 康 保 険 課 ：076-220-2256
こく みん けん こう ほ けん か
 国 民 健 康 保 険 
こく みん けん こう ほ けん
110
 金 沢 
かな ざわ






町 交 番 ：076-222-4787
まち こう ばん
 兼 六 園 下 交 番 ：076-262-6811
けん ろく えん した こう ばん
 石 引 交 番 ：076-261-2706
いし びき こう ばん
 警 察 
けい さつ
 消 防 署 ：119
しょう ぼう しょ
 救 急 車 （ 消 防 車 ）
きゅう きゅう しゃ しょう ぼう しゃ
 金 沢 市 福 祉 保 健 部 保 健 衛 生 課 




年 者 健 康 診 査 
ねん しゃ けん こう しん さ
 金 沢 市 企 業 局 ：076-220-2281
かな ざわ し き ぎょう きょく
 水 道 ・ガス
すい どう
 北 陸 電 力 ㈱ 石 川 支 店 ：0120-776453
ほく りく でん りょく かぶ いし かわ し てん
 電 気 
でん き
 電 話 の 取 り 付 け：116
でん わ と つ
KDDI：0077-777
ソフトバンクテレコム：0088-221-221
 電 話 
でん わ
 東 部 管 理センター：076-252-6050
とう ぶ かん り
 西 部 管 理 センター：076-242-1371
せい ぶ かん り
リサイクル 推 進 課 ：076-220-2525
すい しん か
ごみ 処 理 
しょ り
 石 川 県 運 転 免 許 センター：076-238-5901
いし かわ けん うん てん めん きょ
 運 転 免 許 
うん てん めん きょ
 北 陸 鉄 道 各 バスセンター
ほく りく てつ どう かく
 駅 前 ：076-263-0489　 片 町 ：076-221-5012
えき まえ かた まちバス
かもめタクシー：076-231-1128
 兼 六 タクシー：076-252-3669
けん ろくタクシー
 北 國 銀 行 杜 の 里 





 北 國 銀 行 旭 町 支 店 ：076-222-7151
ほっ こく ぎん こう あさひ まち し てん
 北 國 銀 行 小 立 野 支 店 ：076-221-8137
ほっ こく ぎん こう こ だつ の し てん
 北 陸 銀 行 小 立 野 支 店 ：076-221-4121
ほく りく ぎん こう こ だつ の し てん
 銀 行 
ぎん こう
トナミ 運 輸 ：076-249-1073
うん ゆ
 日 本 通 運 ：0120-220202
に ほん つう うん
ヤマト 運 輸 ：076-249-7400
うん ゆ
 運 送 
うん そう
 金 沢 中 央 郵 便 局 ， 英 語 による 郵 便 案 内 サービス
かな ざわ ちゅう おう ゆう びん きょく えい ご ゆう びん あん ない
076-262-2325
 郵 便 案 内 サービス
ゆう びん あん ない
 浅 川
あさ かわ






 郵 便 局 ：076-234-3000













































































































































瀬から℃ への 変 換 　32を 引 いた 後 ，1.8で 割 る。
へん かん ひ のち わ
瀬℃　	

80瀬を℃に 変 換 する 場 合 　80－32＝48　48÷1.8＝26.66℃





































℃ から瀬への 変 換 　1.8をかけた 後 ，32を 足 す。
へん かん のち た
℃瀬　	

27℃ を瀬に 変 換 
へん かん
する 場 合 　27×1.8＝48.6　48.6＋32＝80.6瀬
ば あい
 衣 服 と 靴 のサイズ　Clothing and Shoe Sizes
い ふく くつ
 女 性 の 衣 服 　Women's Clothing























































 大 学 で：
だい がく




学 生 および 日 韓 
がく せい にっ かん
共 
きょう
同 理 工 系 学 部 









で 帰 国 の
き こく
 飛 行 機 チケットの 申 請 をする。
ひ こう き しん せい












学 生 は， 帰 国 前 にJASSO 宛 
がく せい き こく まえ あて


















員 に 帰 国 日 を 知 らせ，あいさつをする。
いん き こく び し
□　 所 属 学 類 の
しょ ぞく がく るい




にあいさつをする。 帰 国 にあたっての 必 要 手 
き こく ひつ よう て
 続 
つづき
















 修 了 証 
しゅう りょう しょう






もらう，または 帰 国 後 もらうことができるように
き こく ご









 宿  舎 で：
しゅく しゃ
＜ 民 間 宿  舎 ＞
みん かん しゅく しゃ
□　 管 理 人 に 退 去 予 定 日 を1か 月 前 までに 連 絡 し， 退 去 の 手 
かん り にん たい きょ よ てい び げつ まえ れん らく たい きょ て
続 をする。
つづき
 家 賃 ・ガス・ 電 気 ・ 水 道 
や ちん でん き すい どう
料 
りょう
を 精 算 する。
せい さん
□　 電 話 （
でん わ
 携 帯 電 話
けい たい でん わ




所 に 連 絡 して 契 約 解 除 する。
しょ れん らく けい やく かい じょ
その 月 のNTTの 支 払 いは 翌 月 になるので， 保 
つき し はら よく げつ ほ
証 
しょう
人 あるいは 友 達 
にん とも だち
などにお 金 を 預 けて 精 算 を 頼 む。KDDIは，0057に 電 話 して 使 用 
かね あず せい さん たの でん わ し よう
 料 
りょう




書 を 友 達 などのところに 送 ってもらうように 頼 んで




































































































おく。 携 帯 電 話
けい たい でん わ
の 場 合 は， 使 用 している
ば あい し よう
 携 帯 電 話
けい たい でん わ
 会 社 の 店 で 解 約 





きを 行 い， 可 能 ならば，その 場 で 全 







□　 自 室 をよく 掃 除 し，ごみは 所 定 の 場 所 へ 捨 てる。
じ しつ そう じ しょ てい ば しょ す




態 によって 敷 金 の 一 部 または 全 部 を 返 金 してもらう。
たい しき きん いち ぶ ぜん ぶ へん きん
□　 車 
くるま
又 は， 自 転 車 を 処 分 する。
また じ てん しゃ しょ ぶん
＜ 国 際 交 流  会 館 ＞
こく さい こう りゅう かい かん




会 館 事 務 室 に 退 去 予 定 日 を 遅 くとも1 ヶ 月 前 までに 連 絡 
かい かん じ む しつ たい きょ よ てい び おそ か げつ まえ れん らく




をする。 退 去 時 にガス・ 電 気 ・ 水 道 
たい きょ じ でん き すい どう
料 
りょう
・ 電 話 代 を 精 
でん わ だい せい
 算 する。
さん
※ 学 務 課 
がく む か
がガス・ 部 屋 の 電 話 を 止 める 手 
へ や でん わ と て
続 
つづき
をするので， 自 分 でする
じ ぶん
 必 要 はありません。ただし， 携 帯 電 話 等 は 自 分 で 解 約 し， 全 額 支 払 
ひつ よう けい たい でん わ とう じ ぶん かい やく ぜん がく し はら
いを 済 ませてください。
す
□　 退 去 時 は 部 屋 の 中 を
たい きょ じ へ や なか
 入 
にゅう




態 にする。すべてを 取 り 除 き，
たい と のぞ
 整 理 整 頓 し 清 掃 する。ごみは 所 定 の 場 所 に 捨 てる。
せい り せい とん せい そう しょ てい ば しょ す




態 によって 預 託 金 の 一 部 または 全 部 を 返 金 してもらう。
たい よ たく きん いち ぶ ぜん ぶ へん きん
□　 自 転 車
じ てんしゃ
を 処 分 する
しょ ぶん
 市 役 所 で：
し やく しょ
□　 国 民 健 康 保 険 
こく みん けん こう ほ けん
証 
しょう
… 帰 国 する 数 日 前 に 保 険 を 市 役 所 でキャンセ
き こく すう じつ まえ ほ けん し やく しょ












を 清 算 する。（これをしないと 保 険 









































































































































□　 銀 行 口 座 および 郵 便 口 座 … 振 込 （ 各 種 
ぎん こう こう ざ ゆう びん こう ざ ふり こみ かく しゅ
奨 
しょう




費 補 助 金 ・
ひ ほ じょ きん
 国 保 助 成 金 等 ）・ 支 払 いの 予 定 のないことを 確 認 し 通 
こく ほ じょ せい きん とう し はら よ てい かく にん つう
帳 とカード
ちょう
を 持 って， 解 約 の 手 続 きをする。
も かい やく て つづ
□　 貸 付 金 ， 借 りた 物 品 ， 図 書 館 の 本 などは 全 部 返 





チェックする。 帰 国 後 の 請 
き こく ご せい
求 
きゅう
書 について 友 達 などにお 金 を 預 けて
しょ とも だち かね あず
 頼 んでおく。
たの
□　ホームステイなどでお 世 話 になった 人 たちにあいさつする。
せ わ ひと
□　 自 国 に 帰 り， 大 学 や
じ こく かえ だい がく
 就 職 
しゅう しょく




明 書 や 学 位 の















 自 国 の
じ こく
 在 日 本 大 使 館 ・

















」）が 必 要 な 場 合 があります。
ひつ よう ば あい
 証 
しょう














が 必 要 であれば 自 国 の 在 日 本 大 使 館 に
ひつ よう じ こく ざい に ほん たい し かん
 問 合 せの 上 ， 手 
とい あわ うえ て








」を 受 ける 前 に， 外 務 省 による「 公 印 確 認 」が
う まえ がい む しょう こう いん かく にん
 必 要 な 場 合 があります（ 各 大 使 館 に 確 認 してください。）。その
ひつ よう ば あい かく たい し かん かく にん
 場 合 は， 外 務 
ば あい がい む
省 
しょう
大 阪 分 室 に「
おお さか ぶん しつ
 公 印 確 認 
こう いん かく にん
」の 申 請 をしてください。
しん せい
（ 申 請 書 等 ダウンロード：







 問 い 合 わせ 先 ： 外 務 















（Tel　 03-3580-3311（代表）　 内線 2308，2855），または，
ないせん




大 阪 分 室 （ 大 阪 府 
























































































































































 空 港 ・ 港 で：
くう こう みなと
□　 外 国 人 登 録 
がい こく じん とう ろく
証 
しょう
…パスポートと 一 緒 にしておく。 空 港 で
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